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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　白くてあたたかくてやわらかいもの、といったら、いったいなにを連想する？

「マシュマロ」

　アホか、おまえは！

　もっと別のもんだよ、別のもん！

「おもち」

　食い物から離はなれんかい！

「ふとん」

　…………。

　聞いたこっちがバカだった。

「だって、あまりにも漠ばく然ぜんとしすぎてるじゃんか」

　あのなぁ。

　こういう情感あふれる表現で始めたんだから、求められているのは一つしかないでしょうが！

「白いネコ？」

　違ちがう！

「うさぎ？」

　そりゃ、たまにはうバさニぎーになっているのもいるけど……。

「あ、わかった！」

　はいはい？

「女の子だ！」

　ご明察！

　ヒュー、ヒュー、ヒュー！　ドンドンドン！

　白くてあたたかでやわらかいもの……それは女の子。

　ふれるだけでドキドキし、抱だかれでもしたら、もうメロメロになってしまう存在……それは女の子。

　男にはなくてはならないもの……それは女の子！

　でも。

　でも、もし……もし、女の子がいなかったら世界はどうなっていたと思う？

「ホモが増える」

　ちがぁ～うっ！
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　　　　１




　ズガガガガガァァァァァァァァァァァァァァァァァァァン！




　衝しよう撃げきが船体を揺ゆさぶり、それは冷れい凍とう睡すい眠みんカプセルにまで届とどいた。

「うっ……ううっ……」

　突とつ然ぜん、カプセルから放り出された家いえ安やすは自分が今、どういう状態に置かれているかすらわからなかった。

　長い間の冷凍睡眠の影えい響きようか、目は見えないし、満足に身体からだを動かすこともできない。

（いったいなにが……オレは……）

　家安はなかばぼけた頭で必死に考えた。

　自分はいったいなんなのか──

　ここはどこなのか──

　なぜ、自分はここにいるのか──

「オレは……」

　氷が解けるように徐じよ々じよに記き憶おくがよみがえってくる。

「オレの名は徳とく川がわ家安……」

　そして、今、彼がいるのは恒こう星せい間かん移民船メソポタミア──通つう称しよう〝箱船〟の中のはずだった。

　母なる地テ球ラを離はなれて、彼は宇宙開かい拓たく民みんに志願した若者だった。

　地球を離れたときの年ねん齢れいが一七歳さい。

　すぐに冷凍カプセルで眠り始め、果たしてあれから何年が過ぎているのかはまるでわからない。

　そのときになってようやく物が見えるようになってきた。

「ああっ！」

　家安は愕がく然ぜんとなって声をあげた。

　グチャグチャだ。

　あまたあるカプセルはほとんどが壊こわれている。

　あちこちから柱が突つき出し、内ない壁へきもひび割れ、大穴が開いている。

　なにかの事故が起こったらしかった。

「ううっ……」

　家安はようやく起き上がった。

　動いているのは家安しかいない。

「いったいなにが……!?」

　前よりもはっきりした目で家安はあたりを見回した。

「ん!?」

　その家安の目に飛び込んできた光があった。

　それは破れた壁かべから飛び込んでくる。

「これは……！」

　家安はその光に見覚えがあった。

「これは……陽ひの光だ！」

　家安は壁に向かって走り出していた。




　　　　２




　二一世紀も終わり、地球が増えすぎた人口についてとった対たい策さくは、極きわめておざなりの、人格を無む視ししたものだった。

　地球及および太陽系内のコロニーでもはやまかないきれない人々は、開拓民として外宇宙に送り込むという実に無責任極まりない政策だ。

　確固たる外宇宙航行技術が確立されていたわけでも、移民可能な惑わく星せいが発見されていたわけでもなんでもない。

　こんないい加か減げんな政策がまかり通るほど地球の人口問題は深しん刻こくになっていたのだ。

　かくして、数多くの恒こう星せい間かん移民船があてもなく旅立っていった。

　家安を含ふくめ、約三〇〇〇人を乗せた〝箱船メソポタミア〟もそんな無む謀ぼうな恒星間移民船の一つだった。




「これは……」

　家安を入れた六人の少年たちは丘の上に立っていた。

　眼下に巨大な宇宙船の残ざん骸がいが見える。

　彼らがさっきまでいた恒星間移民船メソポタミアだった。

「地面に激げき突とつしたのか……」

　金きん髪ばつ、碧へき眼がん。見るからにゲルマンの風ふう貌ぼうを備えた少年がつぶやいた。

「キミは……？　オレは家安。徳川家安だ」

　家安の問いかけに、彼は低い声で答えた。

「ゲルハルト・フォン・ファウスト」

　それを口火としたように残りの者たちが次々と口を開く。

「オレはジョイ・ヒューリック」

「ボクは王おう庸よう平へいです」

「ヴィレイ・メディチ」

「アレクサンドル・キーシン」

　いずれも一七、八の少年たちだ。

「生き残ったのはこの六人だけか……」

　宇宙船が不ふ時じ着ちやくしてからすでに三日が経たっていた。

　彼ら以外に生存者がいる可能性はほとんどない。

　三〇〇〇人の人間がようやくたどりついた新天地を見ることもなく、死んでいったのだ。

「ともかくオレたちは生きてるんだ！　死んでしまった者たちの分までオレたちが……」

　家安が全員を元気づけるかのように叫さけんだときだった。

「六人でどうするっていうんだ!?」

　割って入ったのはジョイだった。

　アメリカ国こく籍せきで身体からだが大きい。

　彼の表情はやりきれない怒いかりにも似た感情で覆おおわれていた。

「たった六人だぜ！　しかもこんな未開の惑星！　すぐに死んじまうに決まってらぁ！　だいたい、万が一生き延びたとしても、オレたちの代で終わりだ！　女はいねえんだぞ！　子供なんて作れねえんだ！」

　ジョイの声が全員に絶望的な思いを再確認させた。

　地球から助けが来ることは絶対にあり得ないだろう。

　彼らは口減らしのために地球に捨てられたのだ。

　子孫を繁はん栄えいさせようにも女はいない。

「…………」

　ジョイの声のあと、だれもなにも言わなかった。

　沈ちん黙もくだけがいつまでもあたりを支配していた。




　　　　３




　静せい寂じやくの訪おとずれた〝箱船〟の中で、わずかに動くものがあった。




　ガコン……ガァァァァ……




　それは壁かべに取りつけられたマジックハンドだ。

　マジックハンドはグィィィンとその機械の腕うでを伸のばして、床ゆかに倒たおれている一人の少女をつかみ上げた。




　カシャッ……




　マジックハンドのすぐ真下の壁の部分が開き、中からいまだ壊こわれていないカプセルが現れた。

　少女の身体はゆっくりとそのカプセルの中に納おさめられていく。

　完全に少女がカプセルに入ると、カプセルは蓋ふたを閉じ、ふたたび壁の中に収納された。

　すべてが終わった後、安あん堵どしたかのように船体がブルブルと震ふるえた。
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「おはようございます。七時を回りました。今け朝さの『おはようジャポネス』は、トクガワ将軍が国会で基調演説を行おこなったニュースを中心にお送りしていきたいと思います……」

　目覚ましがわりにタイマーセットしてあったテレビが音を響ひびかせる。

　しかし、そのタイマーをセットした本人はいつまでたっても起きなかった。

　ふとんの中で、いつまでも枕まくらを愛いとしそうに抱だきしめている。

　年のころは一六、七。

　髪かみを後ろでチョコンと縛しばっている。背はそんなに高くない。

　寝ね間ま着きがわりに彼が着ているのは、甚じん平べえふうの着物であった。




　ガァーッ……ゴォーッ……ムニャムニャ……




　彼にとって、テレビの音などはほとんどなんの影えい響きようもないらしかった。

　結局、彼が起きるのは、いきなりズカズカと家に入ってきた妙みような闖ちん入にゆう者しやのせいであった。

「おはよう！　小お樽たるクン！」

　白い歯をキラリと光らせて、いかにもキザな色男が入ってきた。




　ガァーッ……ゴォーッ……




　小樽と呼ばれた少年はあいかわらず目覚めない。

「ふふん」

　色男は髪をかきあげると、かえってうれしそうに眠っている小樽に近づいていく。

「小樽クン、キミがいけないんだよ！　キミがボクの心をこんなにもかき乱すものだから。小樽クン、この花はな形がた美み剣つるぎ！　キミのためなら死ねるっ！　ああっ、その唇くちびる……ボクのものにしたい！」

　花形と名乗った色男はゆっくりと小樽の顔に唇を近づけていく。

　が──

「いいかげんにしやがれっ！」




　ムギュッ！




　花形の顔面を小樽の足が襲おそう。

　小樽はすっかり目を覚ましていた。

　眠っているときはわからなかったが、少し目つきが悪い。

「つれないなぁ、小樽クン」

　花形がクセなのか、またもフッと髪をかき上げた。

　ただ、顔面にくっきりと小樽の足形があり、少しもさまにならない。

「ったく、花形、毎朝、毎朝、よくあきねえな！」

「小樽クン、それは違ちがう！　あきるなんてとんでもない話さ！　愛の前にあらゆる労苦は惜おしまれてはならないっ！　愛は無む償しようのものさ！」

「へいへい……ま、勝手にやっててくれ。ともかく、オレァおめえの恋人になるつもりはこれっぽっちもねえぜ！」

　小樽はガラッと部屋の扉とびらを開けた。

　サーッと陽が射さし込んできて、小樽は思わず目を細めた。

　小樽の住んでいるところは、ここジャポネスではぜんぜんめずらしくない〝長なが屋や〟だった。

「はぁ～あ～……」

　大きなあくびをしながら、家の前にある共同の炊すい事じ場ばに向かう。

　ゴシゴシと歯をみがいていると、横に来る影かげがあった。

「ん……!?」

　思わず目を凝こらす。

　立っていたのは、美しい女……いや、違う。

　この世界には女という生き物は存在しない。

〝マリオネット〟と呼ばれる美しい女性型アンドロイドだった。マリオネットは小樽の横に来て、米をとぎ始める。

　髪かみは長く、露ろ出しゆつ度どの高いミニの振ふり袖そでを着ている。顔の造りも完かん璧ぺきだった。

　ボーッと見とれていると、後ろから声をかけられた。

「おう、小樽、どうだい、今度のマリオネットは!?」

　となりの源げんじいさんだった。

「あ、ああ……なかなかいいね」

「そうじゃろ、そうじゃろ！　なんせ、高かったからなぁ。最新型なんじゃよ、最新型！　名前は〝じぇみに〟っちゅうじゃ！　ほら、ここ、ここ、ここ見てくれ！」

　源じいさんは、そのマリオネット〝じぇみに〟のただでさえ短い振り袖の下をピラッとめくる。

　きれいな太ももが付け根まであらわになり、小樽は思わず真っ赤になった。

「ん、どうした!?」

　そんな小樽を源じいさんは不思議そうに見つめる。

「い、いや、なんでもねえ、なんでもねえ」

「ともかくここを見とくれ！」

　源じいさんはじぇみにの太ももをギュッとにぎった。じぇみにはいやな顔一つせず立っている。

「なかなかやわらかいじゃろ！　なんとここが枕まくらになるんじゃよ！　よかったら、今度使ってみてくれ」

「あ、ああ」

「いやぁ、思いきって買ってよかったわ！　おい、行くぞ」

「はい、ご主人様」

　源じいさんとともに去っていくじぇみにの後ろ姿を見送りながら、小樽はポツリとつぶやいていた。

「マリオネットを見て欲情しちまうなんて……オレ、やっぱ異常かな!?」

「異常だ！　それは異常だ！」

「わあっ！」

　いきなり背後で大声を出したのは花形だ。

「小樽クン！　マリオネットなぞ、機械の塊かたまりだぞ！　そんなものに欲情するなんて、キミは異常だ！　心の病やまいにかかってるよ！　だが、心配は無用だ！　その病気、この花形美剣の愛で治なおしてあげるよ！」

「うげっ……」

　この世界では男同士が愛し合うことは決してめずらしいことではない。

　が、小樽にはどうにもなじめない。

「花形！　マリオネットたちはな、伝説の『女』っていうのを象かたどって作られているんだぜ。伝説じゃあ、オレたちとその『女』っていうのが愛し合ってた時代もあったそうじゃねえか。だからさぁ、オレがマリオネットのことを気に入ってるのも、いわゆる太たい古この記き憶おくってヤッで……」

「小樽クン、ヘリクツはやめたまえ！　機械と人間の間の愛なんてどう考えても異常でしかありえないじゃないか！　人間は人間同士愛し合う……それが自然の姿なんだよ！　だから……小樽クン、キミもボクの愛を受け入れてくれぇぇぇぇぇぇっ！」

　花形が小樽に飛びついた。

　が──




　ガィィィィィィィィン！




「だから、いきなりそういうことはやめろっちゅうに！」

　花形は、小樽の突き出した洗面器に顔面からぶつかったのだった。




　　　　２




　テラツーは六つの都市国家から成る惑わく星せいである。

　三〇〇年前、事故を起こし、宇宙漂ひよう流りゆうしていた移民船がたどりつき、生き残った六人の男たちによって造られた星──

　六人の男たちは遺い伝でん子し操そう作さとクローン技術で、子孫を増やしていき、それぞれの都市国家を建てた。

　だが、星の影えい響きようか、神の意志か……あらゆる遺伝子操作にもかかわらず、どうしても『女』を創つくり出すことだけはできなかった。




　代わりに作られたのが、女性型汎はん用ようアンドロイド──通つう称しようマリオネットであった。

　マリオネットは人間に従属し、社会のあらゆる分野で使われ、戦せん闘とう用マリオネット──セイバーなどのさまざまなバリエーションを生み出した。

　人はいつしか、マリオネットの原型となった『女』のことを忘れ、時が経っていった。




　六つの都市国家の一つ、ゲルマニア。

　この街まちは、すべての通りに重厚な金属製の建物が建たち並ならんでいる。

　全部が全部、真っ黒だ。

　それらは、たった一人の男の趣しゆ味みであった。

　街に、自分の趣味を投とう影えいした男は、都市の中心の、もっとも豪ごう奢しやで、もっとも高い建物にいた。

　ゲルマニア総そう統とう府ふ──

　ゲルマニア総統ファウストが、その主あるじだった。

「ハイル、ファウスト！」

　歓かん呼この声が総統府の広間にこだまし、彼の登場を数十人の将校が待っていた。

　やがて扉とびらが開き、均きん整せいのとれた巨体が現れる。

　ゲルマニア最高の天才にして、鋼こう鉄てつの意志を持つ偉い大だいな指導者、ファウスト総そう統とうが口くち許もとにシニカルな笑えみを浮うかべ、広間へと入ってきた。

　寸すん分ぶんの乱れもシワもない、キッチリとした軍服に身を包み、その手には三本の鎖くさりが握にぎられている。

　鎖の先には、犬のように地を歩く、白い裸ら体たいがあった。

　三体、いや、三人のハダカのマリオネットが、首輪をつけられ、ファウストに引かれていたのだ。

　いずれも知性的な、美しいマリオネットであった。

　しかし、どの顔にも羞しゆう恥ちと嫌けん悪おは浮かんでいない。

　代わりにあったのは、歓かん喜きに染そまった頰ほおと、潤うるんだ瞳ひとみだ。

「フ……」

　ファウストは部屋の奥のひときわ高い所にあった玉ぎよく座ざにどっかりと腰を下ろした。

　マリオネットたちはその足あし許もとにひざまずく。

「フフ……」

　ファウストがスッと足をマリオネットたちに向けた。

　マリオネットたちはゆっくりその足に顔を近づけていく。




　ピチャ……ピチャ……




　差し出された足をマリオネットたちは愛いとしそうになめていた。

　丹たん念ねんになめるその顔には、悦よろこびの表情がある。

「フフフフフフ……」

　ファウストが満足そうに笑った。

　マリオネットたちがファウストの足許でその肢し体たいを揺ゆする様さまは、さすがにマリオネットになんの興きよう味みも抱いだかない者の目にもエロティックに映ったであろう。

　広間に整然と立ち並ならぶ将校たちの視線も、ただその一点にそそがれている。

　が、やがて将校の中の一人が、意を決したように進み出て、非難の目をファウストに向けた。

「総統閣かつ下か、不ふ謹きん慎しんではございませんか!?」

「ほう……」

　ファウストはその将校に目を向けた。

　口許にはあいかわらず微び笑しようが浮かんでいたが、目は笑っていなかった。

「ティーゲル」

　ファウストに名を呼ばれ、マリオネットの一人がその美しき顔を上げる。

　ファウストと視線があったとき、ティーゲルはもう行動に移っていた。




　シャッ！




　ティーゲルが跳ちよう躍やくした。

　降り立ったのは、例の意見した将校の眼前だ。

「…………！」

　ティーゲルの顔に冷れい酷こくな笑みが浮かんだのを彼は見た。




　ザシュッ！




　次の瞬しゆん間かん、その将校の背中からティーゲルの腕が生はえていた。

　心臓を一ひと突つき──即そく死しだった。

　他の将校たちは声もない。

　ファウストが床ゆかの上の将校の死体を見み据すえながら、つぶやくように言った。

「優秀な軍人だったが、ただ一つ間ま違ちがいを犯おかしたな……。それは私に意見したことだ」

　その声が将校たちの耳に届とどいたとき、将校たちは我先に叫さけんでいた。

「ハイル、ファウスト！」

「総統閣下、万ばん歳ざいッ！」

　広間に響ひびきわたる声を聞きながら、ファウストは満足そうにうなずいていた。

「では、ペテルブルク攻こう略りやくの作戦会議を始めよう、諸君」

　独どく裁さい者しやファウストは、上じよう機き嫌げんにそう言い放はなった。

　彼の貪どん欲よくな野望の牙きばが、他の都市国家に向けられようとしていた。

　世界の不幸の始まりの瞬しゆん間かんであった。




　　　　３




　タタタタタタタタタタ……




　走ってきた小樽が塀へいの陰かげに身をひそめる。

「小樽クン、どこだ～い!?　小樽ク～ン！」

　薔ば薇らを両手いっぱいに抱かかえた花形がそのあとをやってきた。

「ったく、しつけえなぁ……」

　そっと陰から様よう子すをうかがおうと、顔を出す。

　が、視界に飛び込んできたのは花形のどアップだ。

「小樽クン、みっけ！」

「うぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　小樽は三メートル以上、飛び下がって、一気に踵きびすを返して走り出した。

「ああっ、小樽クン、待ってくれ！　この薔薇を……このボクの愛を受け取ってくれっ！」

「いらねぇやい！」

「小樽クン！」

「いい加減にしろっ、花形！　おめえのせいで、また仕事、クビになっちまったじゃねえかよ！」

　小樽は走りながら叫さけんでいた。

　花形も薔薇を持ったまま走ってくる。

「小樽クン、仕事なんぞ、マリオネットにやらせておけばいいじゃないか！　なに、心配はいらない。マリオネットを買うお金、もちろんボクが出すよ」

「オレはそういうのキライなんでぃ！」

　この世界の主要な労働力はマリオネットだ。

　人々はマリオネットを買い、それを自分の代わりに働かせて収入を得る。

　本人が働くのは、気まぐれか趣しゆ味みか。ともかく、ごく一部の人間だけだった。

　そして、小樽はそんな一人であった。

　小樽にしてみれば、他の人間のように、いわば〝奴ど隷れい〟としてマリオネットを使用することができなかった。

　マリオネットは最低限の感情しか持っていない。

　それでも小樽は、心のどこかでマリオネットを人間と同じように気き遣づかってしまう。

　そして、マリオネットを働かせて自分が食うなど、男のプライドが許さない。

（男のプライド……）

　いったいなんに対してのプライドか!?

　小樽に思いあたるのはただ一つ──

（かつていたっていう『女』って生き物に対してかぁ……？　オレはマリオネットを通して、『女』に憧あこがれている？）

　答えは小樽の潜せん在ざい意識の中にしかない──

　そういうわけで、小樽は自みずから働きに出ていたのだ。

　が、小樽の仕事先にはいつも花形が押おしかけてきた。

「小樽クン、そんな仕事はやめて、さ、ボクと！」

　などと花形は迫せまってくる。

　その結果、一ひと悶もん着ちやく起こり、結局最後はクビになる、というのがパターンだった。

「小樽クン！」

「あ～、しつけぇっ！」

　小樽はそのまま近くの建物に飛び込んだ。

　古びた木造の建物──

「また小樽クン、変な所に入っちゃって」

　花形の見つめる表札には、『ジャポネス歴史資料館』と書かれてあった。
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　ギシ……ギシ……




　歩くたびに木の床ゆかが音をたてる。

　これでも小樽は必死で音をたてないように注意深く歩いているのだ。

　ジャポネス一古い建物というのはだてではない。

　噂うわさでは、三〇〇年前のジャポネス建国のときから建っているとか。

「…………」

　資料館の中はガラ～ンとしていて、だれもいない。

　ここはいつもそうだ。

　小樽はこの資料館は初めてではない。

　それどころか、小樽にとって、家をのぞけばもっとも時間を費やしているのがここだった。

　小樽の足は、ついついいつもと同じ部屋に向かっている。

　資料館の一番奥の部屋に入って、小樽は足を止めた。

　正面に大きな絵がある。

　描かれているのはマリオネット──と普ふ通つうの人間なら思うだろう。

　が、小樽は知っていた。それが本物の『女』を描いたものであることを。

　この部屋はジャポネスで唯ゆい一いつの本物の『女』に関する資料が保存されている部屋なのだ。

　もっとも、訪おとずれる人はほとんどいない。

（オレぐらいかな……）

　小樽が資料館に来るのは、ここ目当てであった。

　花形に追われているのも忘れ、小樽はいつものようにじっと絵に見入っていた。

「…………」

　小樽はこの絵が好きだった。

　描かれているのは小さな『女』──いわゆる少女だ。

　少女は絵の中で微笑ほほえんでいる。

　それは、現実のマリオネットでは決して見ることができない、極ごく上じようの微笑みだった。

（オレのマリオネット・コンプレックスはこの絵のせいかもしれないなぁ……）

　小樽は絵を見ながら、そんなことを思っていた。

　絵の少女の微笑みは小樽に普段決して味わうことのできない安らぎを与あたえてくれる。

　実際、社会はどこにも安らぎがなかった。

　絶対的な男社会は、どこかギスギスしていて、人々の心はすさんでいる。犯はん罪ざい率りつは高く、都市国家間の争いも絶えない。













　マリオネットのおかげで働かなくなった人々は、気力を失い、知識を失い、進歩を失っていた。

　もう二〇〇年近く、なんの技術発展もない。

　それどころか、過去の技術すら失われているものがいくつもあった。おそらく移民船が漂ひよう着ちやくしたころのほうがはるかに高い技術水準を誇ほこっていたであろう。

　そんな停てい滞たいし、荒こう廃はいした世の中で疲つかれた人間の心を緩かん和わさせるなにかがこの絵の少女の笑みにはあった。

（かわいい……）

　小樽はいつのまにか絵に見とれていた。

　想像の中で、絵の少女が生を受け、小樽を見て微笑んだ。

　小樽も少女のほうを見て微笑む。

　二人はそっと唇くちびるを近づけて──

「小樽クン、どこだい？」

　小樽の至し福ふくの時間は、かのキザな声によって破られた。

「や、やべえ！」

　小樽はようやく最初の目的を思い出した。

　ここへは花形をまくために逃にげ込んできたのだ。

「どっか隠かくれるところは……？」

　部屋を見回しても、特に隠れられそうな場所はない。

　廊ろう下かのきしむ音がどんどん近づいてくる。

「ど、どうする!?」

　呆ぼう然ぜんとなって、小樽はあの絵の額がくに手をかけていた。




　カチッ……




「あんっ？」

　小さな音がしたかと思うと、いきなり壁かべがグルリと裏返る。

「う、うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　小樽は壁の向こう側へと倒たおれ込んでいた。
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「いてて……なんだ、ここ？」

　壁の向こう側は部屋になっていた。

　それほど広くはない。

　窓は一つもなく、外からの光はいっさい入ってこないが、天てん井じようのあちこちに薄うす暗ぐらい明かりがともっている。

　光の下、所ところ狭せましと機械が立ち並んでいる。

「なんだ、こりゃ？」

　小樽はこう見えても、意外に機械には強い。

　マリオネットの製造工場で、機械の保全担当なんていう仕事をしたこともあったほどだ。

　が、その小樽にしても、そこにある機械はさっぱり見当がつかなかった。

「ずいぶんと古いな……」

　小樽は近くの機械をさわって言った。

　ビッシリと何層にもホコリがたまっていて、下の方は固くなっている。

「ん……!?」

　機械の間に、ちょうど人間大のガラスケースがあるのを見て、小樽は近づいていった。

「こ、これは!?」

　小樽がポカンと口を開ける。

　中に入っていたのは、髪かみの長い、全ぜん裸らのマリオネットだった。

　身体からだのあちこちに装そう着ちやくされた管が、マリオネットであることを示している。しかし、その細部の精密さはどうだ！　市し販はんのマリオネットでは、どうしても造り物と見えてしまうところが少なくなかったが、このマリオネットは違ちがった。

　ほんのり赤みがかった肌はだなど、まるで本当に生きているようだ。

「こいつ……」

　それ以上に小樽がそのマリオネットに目を奪うばわれたのは、その顔だった。

　このマリオネットには、あの絵の少女の面おも影かげがあったのだ。

「あ……」

　ふらふらと小樽はそのガラスケースにさわっていた。




　ガタン……




「えっ!?」

　なんのまえぶれもなく、ガラスケースのふたが開く。

　マリオネットの目が開き、いきなり立ち上がったのだ。

「な、なんだ!?」

　マリオネットは妖よう艶えんな笑みを浮かべ、トロンとした瞳ひとみで小樽を見る。

　なぜか小樽は頭に血が昇のぼるのを感じていた。

「ウフフ……抱だいて……」

　マリオネットはいきなり小樽に抱きついてきた。




　ドサッ……




「ん……ん～……」

　そのまま小樽を押し倒し、唇を奪う。

「わっ、わっ、わっ、わっ！」

　マリオネットは小樽の服の下に手を入れてきた。小樽の地じ肌はだに、マリオネットの皮ひ膚ふがふれる。

　驚おどろいたことに、それはあたたかだった。

「ウフ……」

　マリオネットはゆっくり小樽の首筋をなめていく。













　小樽は混乱した頭で、必死に考えていた。

（こいつ……愛あい玩がん用の〝セクサドール〟ってヤツか……？　でも、なんてやわらかであったかいんだ……）

　小樽の身体から力が抜ぬけていく。

　小樽はされるがままになっていた。

　マリオネットはゆっくり小樽の服を脱ぬがしていく。

「ウフフ……」

「わっ、これは……」

　ついに最後の一枚に手がかかったときだった。

　小樽は気づかなかったが、マリオネットの出たガラスケースの奥の液えき晶しよう上で、いつのまにかカウントダウンが行われ、それが〝０〟を示したのだ。




　ズガガガガガガガガガガガガ……




　あたりを激げき震しんが襲おそう。

「わ～っ、なんだ！」

「きゃっ！」

　驚いたことに、マリオネットは悲鳴を上げていた。そんな機能のあるマリオネットなど、小樽は聞いたこともない。

　自然に小樽の手はマリオネットに伸のび、しっかりと彼女を抱きしめていた。

「大だい丈じよう夫ぶだから」

　小樽がやさしい口く調ちようで言う。

　マリオネットはハッとしたように小樽の顔を見た。

「…………」

　その瞬しゆん間かん、マリオネットのいっさいの動きが停止する。

「えっ？」

　同時に震動もおさまっていた。

「お、おい！」

　小樽は停止してしまったマリオネットを揺ゆり動かす。

「…………！」

　二、三度揺らすと、マリオネットはゆっくり目を開けた。

　小樽の顔を不思議そうに見る。

　先ほどまでの妖よう艶えんな表情は消え、口から飛び出たのは元気いっぱいの声だった。

「あれ、ここどこ？　ボク、どうしてたんだっけ？」

「えっ？　えっ？」

　やがて、マリオネットはジーッと小樽の顔を見て、うれしそうに言った。

「キミが助けてくれたんだね」

「えっ、助けた？」

「アハ、ありがとう！　ボク、ライム！　キミは？」

「えっ、あっ……お、小樽。間ま宮みや小樽」

「小樽か……。アハ、小樽、大好き～っ！」

「えっ……」

　ライムはふたたび小樽に抱きついてきた。

　わけもわからず小樽はそれを受け止める。

　肌はだを通じて、小樽の全身をあたたかさが覆おおいつくした。

「アハ！」

　ライムが笑った。

　それは小樽が見たくてたまらなかった、あの少女の笑顔に他ほかならなかった。

（あ……え……!?）

　小樽はどんどん高まっていく心臓の鼓こ動どうを感じていた。

（いったいどうしちまったんだ、オレ!?　それに、このマリオネットっていったい？）

　完全にハテナ顔の小樽の後ろでは、例のガラスケースの液晶にこんな文字が浮かんでいた。
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　第二章　出逢い２、小お樽たるとチェリー
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　真っ白な空間に小お樽たるはいた。

「えっと……オレ……」

　小樽はなにかを待っていた。

　やがて来るあたたかいなにかを。

「あ……」

　それは突とつ然ぜんに来た。

　小樽の首に腕が巻かれる。

　小樽に抱だきついてきたそれは、とても温かく、そしてやわらかだった。

（あったけえ……）

　小樽はその感かん触しよくを存分に味わっていた。

　心がだんだんと安らいでいくのが自分でもわかる。

　小樽はこの感覚をずっと待っていたのだ。

　そう、それは何百年も前から……。

「オ・タ・ル……」

　それが口を開いた。

　小樽の目の前に、パッチリと大きな目をしたそれがある。

　いや、いる。

　それは……いや、彼女は機械などではない。

　小樽はようやく確信した。

　正真正しよう銘めい、本物の女──

「この温かさ……このやわらかさ……そして、この不思議な気持ち……。女の子って……女の子ってなんて素す晴ばらしいんだ！」

「アハ」

　彼女が笑った。

　その笑顔を見たとき、小樽はたまらなくなって彼女を抱きしめていた。

「ライム……」

　小樽の至し福ふくのとき──

　が、それは、突とつ如じよ、繰くり出されたライムのアッパーによって破られた。




　ガキィィィィィィッ！




「ぐわっ！」

　アゴに一いち撃げきを受け、仰あお向むけに倒たおれながら、小樽は急きゆう激げきな落下感を味わっていた。

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　地面が消え失せ、奈な落らくの底に落ちていくような感覚。

　そして、小樽は目を開けた──
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「いってぇぇぇ……」

　アゴをさすりながら小樽はゆっくりと身体からだを起こした。

　いきなりの一撃は、まともに小樽のアゴをとらえたのだ。

　痛みですっかり目が覚めてしまっている。

　そこはいつもの長なが屋やの小樽の部屋だ。

「ったく……」

　小樽はブスッとして横を見た。













　そこには小樽の目を覚まさせた犯はん人にんが寝ているはずだった。

「あ……」

　だが、小樽の視線はそこでピタッと止まってしまう。

　小樽の横にもふとんが敷しいてあって、そこには少女……いや、マリオネットが寝ていた。

　ライムだった。

　寝ね相ぞうははっきり言って悪い。

　大の字にひっくり返って、手足をあちこちに伸のばし切っている。その右手が小樽のアゴを直撃したわけだが。

　ただ、その身につけているモノといったら、ほとんど申し訳わけ程度に小さな小さな布ぬのきれが股こ間かんを覆おおっているだけで、あとはスッポンポン。

　そして、小樽の視線は、その胸のやわらかなふくらみで止まってしまっているのだ。

　決して大きいとは言えないが、呼吸に合わせてゆっくり上下している。

　だいたい夜になったら寝るということだけでもマリオネットとしては驚おどろくべきことなのに、しかも呼吸という行こう為いまでしている。

　恐おそろしく精せい巧こうに作られていた。

　ほとんど人間と変わらないほどに。

「…………」

　ライムの胸を見ているうちに、小樽は血が上じよう昇しようするような感覚を味わっていた。

　カーッと顔が熱くなるのがわかる。

（な、なんだ!?　オレはなに興こう奮ふんしてるんだ）

　気がつくと、小樽は手を伸ばしていた。

　その手の向かう先は、上下するやわらかなふくらみ……。

「ん、んん……」

　突とつ然ぜん、ライムが寝返りを打った。

　これすら、マリオネットとしては信じられないことなのだが。

　小樽はというと、一気に数メートル後ろの壁かべまで飛びのいていた。




　ドキドキドキドキ……




　胸の鼓こ動どうがいつもの数十倍速くなっている。

（なにやってんだろ、オレ……？）

　我に返って、自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑いながら、小樽はふたたびライムに近づいた。

　静かにライムの顔をのぞき込む。

　あどけない幸せそうな寝顔がそこにはあった。

　あの『ジャポネス歴史資料館』にある人間の少女の肖しよう像ぞう画がが思い出される。

（かわいい……）

　そう思ってすぐ、小樽は我を振り返って呆あきれていた。

（なんだよ、さっきからオレってば！　こいつはマリオネットだぜ！　それなのにオレときたら……。やっぱり、オレって異常……）

　そのときだ。

「あれ……？」

　突然、ライムがパッチリと目を開けた。

　小樽はビクッとなって、身体を後ろに反そらす。

「小樽！」

　小樽と視線を合わせると、ライムはうれしそうに小樽に抱きついてきた。

　夢で見たように首に腕を回す。

「わ、わ、わわわわわっ！」

　小樽の血はいよいよ上昇し、顔の熱さは沸ふつ点てんに達する。

「小樽、おはよ」

「お、お、お、お、おはよう」

「どうしたの、小樽？　顔、赤いよ」

「な、な、な、なんでもない！」

「熱でもあるんじゃないの？」

　ライムは自分のオデコを小樽のオデコにくっつけた。

　小樽の眼前にライムの顔がある。

　唇くちびるが妙みようになまめかしい。

「大だい丈じよう夫ぶ、小樽？」

「あ、あ、あ、ああ……」

　顔は赤を通り越して、小樽の頭から蒸気が吹き出すかとすら思われた。そこへ──




　ガラァァッ！




「小樽くん！」

　キザっぽい声とともに、飛び込んできたのは花形美み剣つるぎだ。

「は、花形!?」

「小樽クン……!?」

　小樽とライムはなにごとかと花形のほうを見る。

　花形はというと、はだかのマリオネットと抱き合う小樽を見て、アゴが地面に届とどくかというくらい呆ぼう然ぜんとした表情を作り、次の瞬しゆん間かん、叫さけびながら、ドドドドドドッと小樽たちに向けて突とつ進しんしていた。

「小樽クン！　キミは不ふ潔けつだ！　不潔だよ！」

　ガシッと小樽からライムを引きはがす。

「きゃっ！」

　ライムはごろんと後ろに転がった。

　そんなライムには目もくれず、花形は洪こう水ずいのような涙を流しながら小樽の肩をつかんで言った。

「小樽クン！　しっかりしてくれ！　マリオネットに抱きつかれて、顔を赤くするなんて、キミはどうかしてしまったのかい!?　異常だ！　異常すぎるぅぅぅっ！……でも、安心してくれ、小樽クン！　ボクがキミを必ず治してあげるからね！」

「わかった……わかったから、離はなれやがれ、花形！　ツバが飛ぶ！」

　花形は今度はキッとライムのほうを向く。

　ジロジロと値ね踏ぶみするようにライムを見て、花形は不ふ愉ゆ快かいそうにフンッと鼻を鳴らしながら言った。

「それにしてもブサイクなマリオネットだこと！　もうちょっと見栄えのいいの買えばいいのに！」

　ツカツカとライムに近づいて、花形はライムの胸をむんずとつかんだ。

「特にこの胸！　もっと大きいのが普ふ通つうだよ、小樽クン！」

　が、この花形の行為は、彼にとっては思いがけない反応を引き起こすこととなる。

「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　ライムが悲鳴を上げ、花形を突き飛ばした。

「のわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」




　ドゴォォォォォォォォォォッ！




　花形の身体からだはまるでゴミクズのようにすっ飛んで、長なが屋やの壁をぶち抜ぬき、表へと飛び出した。




　ドシィィィィィィィィィン！

　ガラガラ……ガッシャァァァァァァァァン！




　集めてあったゴミのバケツをひっくり返し、花形は長屋のゴミ集積場に突つっ込んでいた。

「なんで、マリオネットが『キャー！』なんて悲鳴を出すんだ……!?」

　そうつぶやくと花形はガックリと気を失った。

「バカたれが……」

　そんな花形の様よう子すを見て、小樽は大きくタメ息をつくのだった。
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　ジャポネスは惑わく星せいテラツーに点在する六つの都市国家の中では、人口が二番目に多い。

　政治体制としては、〝将軍〟という名の王を頂点とする、いわゆる王制が敷しかれていたが、実際には選挙で選ばれた議員が構成する国会もあって、比ひ較かく的民主的な立憲君主制と言ってもよかった。

　現在の将軍は、第一五代徳川家いえ安やす。

　これには少々説明がいるかもしれない。

　この一五代というのは、先代も徳川家安、先々代も徳川家安ということだ。

　この世界は、前にも述べたが、女はおらず、子孫はクローン技術で増える。

　各都市国家は、三〇〇年前にこのテラツーに不ふ時じ着ちやくした六人の男たちの子孫で構成される。

　徳川家安はそのオリジナルのもっとも純じゆん粋すいなクローンなのだ。

　そして小樽や花形も、かなりの遺い伝でん子し操そう作さが加えられているが、このオリジナル家安の何代か後のクローンであった。つまり、このジャポネスという都市の市民はすべて兄弟と言えるのだ。

　もっともそんなこと、今となってはだれも気にも留とめていない事実だが。




「そうか、今日はお城の開放日だったっけ」

　小樽は花形の車で、将軍の暮らすジャポネス城に向かっていた。

　今日は年に一度の一いつ般ぱん開放の日なのだ。

「小樽クン、キミはあれだけ楽しみにしていたのを忘れたのかい？　やっぱり、キミにはボクがいなきゃ……」

　一人で悦えつに入いる花形を無視して、小樽は後部座席にいるライムのほうを向いていた。

　ライムは興きよう味み深ぶかそうに外を見ている。

　ライムはもうハダカではなかった。

　丈たけの短い振ふり袖そでを着て、頭をすっぽりと布ぬので覆おおい、かんざしをつけている。

　マリオネット服専門店で小樽が買ってきたものだ。

「なかなか似に合あってる」

　小樽が満足そうにうなずいた。

「えっ？」

　その声にライムが振り向き、自分の容姿をほめられたことを知ると、ニコッと笑って言った。

「エヘヘ……ほめられちゃった」

　そのしぐさがなんともかわいらしく、小樽の顔はまたもや赤くなる。

「ふん」

　それを見て、花形が不ふ機き嫌げんそうな表情になり、ふたりの会話を邪じや魔まするかのようにラジオをつけた。

《……ジャポネス時間、昨夜二時、現地時間で朝の六時、かねてから緊きん張ちようが伝えられておりましたゲルマニアとペテルブルクの間でついに戦せん端たんが開かれました。これはゲルマニアの一方的な奇き襲しゆうによるもので、ゲルマニアのファウスト総そう統とうが宣戦を布ふ告こくする二時間も前のことです。これに対し、ペテルブルクのアレクサンドル皇こう帝ていは徹てつ底てい抗こう戦せんを指示。現在もなお、ペテルブルクの包ほう囲い戦が続いています。この戦争については、各都市ともに懸け念ねんを表明し、特にゲルマニアに非難が集中しております。一方、徳川将軍も今日、朝の定例閣かく議ぎで……》

　小樽は真しん剣けんな表情でそのラジオに聞き入っていた。

「戦争が始まったんだ……」

「そうだよ、小樽クン！　ゲルマニアの独どく裁さい者しやが悪さを始めたってわけさ。我が将軍様はファウストを名指しで非難していたよ。世界平和に対する重大な挑ちよう戦せん……ってね」

「まったくだぜ！　オレもあのゲルマニアっていう国はどうもいけすかねえ！　ただ、ジャポネスが戦争に巻き込まれるのはなぁ……」

「ジャポネスが戦争に巻き込まれるかどうかはわからないけど……。小樽クン！　いざとなったらボクがキミを守るさ！」

　花形が目をキラキラさせながら小樽を見た。

　小樽の真剣な表情は、一気にうんざりとした表情に変わるが、その花形の言葉に対して、もう一人も反発したように叫さけぶ。

「だめ！　小樽はボクが守るの！」

　ライムが、後部座席から身を乗り出して、小樽を引っぱるようにギュッと抱だきしめた。

「ラ、ライム……!?」

　小樽の心臓は思わずドッキリ。

　それに対して、花形は運転そっちのけで、後ろを向いてライムをにらみつけた。

「キーッ、マリオネットの分ぶん際ざいで、ボクと小樽クンの仲に割って入るとは！　このポンコツ！」

「べぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ、だ！」

「ムカッ！　勝負だ、このポンコツマリオネット！」

「ボクはポンコツじゃないもん！　ライムだもん！」

　花形とライムがにらみ合ったときだ。

「こら～っ！　いいかげんにしろっ！　運転、運転！」

　小樽の慌あわてた声は少し遅おそかった。




　ドガァァァァァァァァァァァァァッ！




「のわぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「きゃぁ！」

「おわっ！」

　車はまともにガードレールに激げき突とつし、三人は前のめりにひっくり返ったのだった。

「バカ花形……」

「うげげ……」
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「うわ～っ、広い～っ！」

　城に着くなりライムは駆かけ出した。

　ライムが驚おどろくのも無理はない。

　ジャポネス城は三三三三室も部屋があり、その一つ一つが小樽の暮くらす長なが屋やすべてを足したよりも大きい。

　今、小樽たちがいるのはジャポネス城〝竹の廊ろう下か〟で、ここは全長が三〇〇メートルほどあった。

「お～い、あんまり走ると転ぶぞ、ライム！」

　走っていってしまったライムに小樽が声をかける。

　その背後で花形が気に入らなさそうな表情で言った。

「なんなんだ、あのマリオネット？　疑ぎ似じ意識が壊こわれてるんじゃないの？」

　マリオネットは内蔵されたコンピュータによって、人間に近い疑似の意識が作り出されている。ただし、これはあくまで人間の都つ合ごうのいいように作られた産物で、人間には決して逆さからわない、などの禁止事項はあらかじめ定められているし、あらゆる情報がインプットされていた。また、それ以外、特に必要と認められない感情はカットされていて、たとえば主人に対しての忠誠心はあっても、愛というものはなく、また驚きよう愕がくの心、羞しゆう恥ち心しんといったものもありえない……はずであった。

　今朝からライムが繰くり広げている行こう為いの数々は、その定義にあてはまらないことばかりだと、花形は言うのだ。

　そんな花形の言葉を聞きながら、小樽はポツリと言った。

「あの子はまだ生まれたばかりなんだよ」

「はあ？」

　作られた……の間ま違ちがいじゃないのか、と花形が言おうとしたときだった。
















　ガシャァァァァァァァァァァァァァァン！




　なにかが割れたようなけたたましい音が廊下の向こうから響ひびいてくる。

　いやな予感がして、小樽と花形は思わず顔を見合わせると、慌あわてて駆かけ出した。

「ライム!?」

「あ～、やっぱり！」

　呆ぼう然ぜんと立ちつくす小樽と花形の前で、エヘヘ……と舌を出してごまかし笑いをするライムがいた。

　ライムの足許には立りつ派ぱな壺つぼだった物体がバラバラになって散らばっている。

「ど、どうすんの、これ!?　ボクらには想像もつかない金額だよ、小樽クン！」

　青い顔の花形に対し、小樽は意外と冷静な表情で言った。

「ともかく……逃にげるぜ！」

　言うや否いなや、走り出した小樽たちの背にガヤガヤと男たちの声が響いてきた。

「なんなんだ、今の音は!?」

「おい、国宝の壺が割れてるぞ！」

「逃げ出したヤツがいるぞ！」

「追え！　追え！」

　またたく間に城の警備の兵士たちが集まってきて、逃げ出した小樽たちを追いかけ始めた。




　ドタドタドタドタドタ……




「ねえ、小樽、オニゴッコ？　オニゴッコ!?」

　この状じよう況きようの中ではしゃいでいるのはライムだけだ。

　小樽たちはそれどころじゃない。

「お、小樽クン、国宝の壺を割っちゃったなんて、ボクらどうなるんだろ？」

「捕つかまって、牢ろう屋やに入れられて、ヘタすりゃ打ち首、獄ごく門もん、さらし首！」

「ひぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！　だいたい、そのマリオネットが……」

「グダグダ言わねえで、走れ、花形！」

　小樽たちはやみくもに城の中を走り回った。

　もはや自分がどこにいるのか、まるでわからない。

　が、追いかけてくる兵士たちがどんどん増えていくのだけはわかる。




　ドタドタドタドタドタ……




「お、小樽クン！　セイバーまで追っかけてくるぞ！」

〝セイバー〟とは戦せん闘とう用に特別にチューンアップされたマリオネットのことである。この時代、将校をのぞいた下級兵士のほとんどはこのセイバーによってまかなわれていた。

　ちなみにセイバーは警察（ジャポネスでは奉ぶ行ぎよう所しよ）でも使われていて、お巡まわりさん型セイバーを〝パトセイバー〟という。……なんだかな。

「きゃは、小樽、いっぱい来たよ！」

　あいかわらずライムはキャッキャッと喜んでいる。

　やれやれ、とタメ息をつきながらも小樽は真しん剣けんに考えていることもあった。このままじゃやばい、と。

　かくなる上はこれしかない──




　ガシッ！




「どわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　小樽が出した足にけつまずいて、花形は後ろの追おつ手てを巻き込んで、盛せい大だいにすっころんだ。

「お、小樽クン……ひどい」

　小樽はざーとらしく涙を流しながら、

「花形……キミの尊とうとい犠ぎ牲せいは未来永えい劫ごう語りつがれるだろう。さらば」

　そのままチャンスとばかりにスピードを上げて走り去っていく。

「小樽くぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅん！」

　花形の哀かなしみの声だけがあとに響き渡った。

　しかし……小樽って、結構外げ道どう……。
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　ガラッ……バタン！




　追手を、花形の献けん身しん的犠牲（？）でとりあえず追い払はらった小樽とライムは近くの部屋に飛び込んでいた。

「ふぃぃぃ……」

　ずるずるとその場に座すわり込む。

「おもしろかったね」

「おもしろくねえっ！」

　あくまで無む邪じや気きに笑うライムに、さすがに疲つかれたように小樽は叫さけんだ。

「しかし、ここどこだ……？」

　小樽が改めて部屋を見回す。

　そこはかなり広い部屋で、置かれた調度品も非常に立りつ派ぱなものばかり。

「あは」

　ライムがものめずらしそうに立ち上がって部屋の奥に行こうとしたときだった。




　シャッ！




「うわっ、なんだ、なんだ？」

　いきなり数人のセイバーが天てん井じようから飛び降りてきて、小樽たちを取り囲んだ。

　まさに一いつ瞬しゆんのことだ！

　いずれも感情のない瞳ひとみをして、小樽たちに向けて腕を振ふり上げる。

　その強力な一いち撃げきを受ければ小樽の命がここで尽つきるのは明らかだった。

　だが──

「やめなさい」

　セイバーたちの腕は落ち着いた老人の声で止まった。

　セイバーたちの包ほう囲いが割れ、その一角に恰かつ幅ぷくのいい、好こう々こう爺や然とした老人が現れる。

　その顔に小樽は見覚えがあった。

「えっと……あなたは……」

　けれど老人のほうは小樽を見ていなかった。

「おおっ！」

　老人は驚おどろいたようにライムを見つめていた。

「ライム……」

　老人の口からその名が飛び出したとき、小樽は思わず声をあげていた。

「なんでその名を……!?」

　老人は改めて小樽を見て言った。

「おまえさんがライムを起こしたのかの？」

「へ、へえ」

「ふ～む……」

　老人は射い抜ぬくような視線で小樽を見ていたが、やがてガハハハハ……と豪ごう快かいに笑った。

「元気のよさそうな若者じゃのう！　名はなんという？」

「お、小樽……」

「小樽か。で、小樽、なにをやったのかの？」

　逆さからいがたい雰ふん囲い気きを感じ、小樽はライムをチラッと見た。

　ライムはキョトンとした表情で小樽と老人を交こう互ごに見ている。

　小樽は意を決したように言った。

「あの……オレ……廊ろう下かにあった国宝の壺つぼを割っちまったんです！」

「違うよ。割ったのはボク……」

　横からなんの気なしに割り込んできたライムの口を、小樽は慌あわててふさぐ。

　それを見て、老人はニコニコと笑顔になって言った。

「なんでマリオネットをかばうのかの？　マリオネットのせいにしておけばおまえさんは罰ばつを受けんですむじゃろうに」

「えっ……あ……」

「マリオネットなど、いくらでも買い換かえればいいことじゃろう？」

「……て、てやんでえ！　ライムの代わりはいないんでえ!!」

　なかばやけ気味に啖たん呵かを切りながら、小樽自身、不思議に思っていた。

（なんでさっきライムをかばったんだろう）

　あのとき、小樽には、守ってあげなきゃ、という気持ちがふいにわき出たのだ。

　が、なんでそんな気になったのかはわからない。

　小樽が考え込んだようにボーッと立っていると、そこへ廊下から声が聞こえてきた。

「上様！　上様！　なにかございましたか!?」

　その瞬しゆん間かん、小樽は「あっ！」と思って、改めて目の前の老人を見た。

　老人は将軍・徳川家安その人だったのである。
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　家安は笑顔のまま、廊下に向かって大声で叫んだ。

「なんでもない、ただのネズミじゃ！」

「はっ！」

　自分を助けてくれた家安を、小樽は不思議そうに見た。

「あの……なんでオレたちを!?」

「おまえさん……いやいや、このマリオネットが壊こわしたという壺つぼは竹の廊下にあった壺じゃろ」

「へ、へえ……じゃなくて、は、はい」

「ありゃ、ニセモノじゃよ」

「いっ!?」

「前にな、野球の練習をやってバットを振ふったとき、間ま違ちがえて割ってしまったんで、内ない緒しよでニセモノとすり替えておいたんじゃよ」

「そ、そうなの……よかった」

　小樽はその場にヘナヘナと座り込んだ。

　家安はそんな小樽をニコニコと見ていたが、やがて小樽とライムを奥の部屋にさそった。

「小樽、おまえさんに見せたいものがあるんじゃ」

「は、はあ……？」

　小樽たちが連れてこられたのは、どうやら家安の私室らしかった。

　家安は野球好きらしく、部屋にはバットやボールが所ところ狭せましと並べてある。ジャポネスでも有名な野球選手のサインが壁かべにいくつも飾かざってあった。

「将軍様は野球がお好きなんですね」

「ははは」

「ねえねえ、小樽、野球ってなに？」

　ライムが興きよう味み深ぶかそうに小樽に聞いてくる。

「ん……えっと……みんなで仲良くやるゲームだよ」

「ボクもやる！　みんなで仲良く遊びたい！」

「今度な、今度」

　そんな小樽とライムの会話を楽しそうに聞いていた家安だったが、やがて頃ころ合あいを見計らって、押おし入れを開けた。




　ガラッ……




「あっ！」

　小樽はそこに目を奪うばわれて、呆ぼう然ぜんと立ちつくしてしまった。

　そこにあったのはあのライムが入っていたのと同じカプセルだった。

　そして、中にいたのはハダカの少女──いや、マリオネットだ。

　が、小樽の目には一いつ瞬しゆん、ライムがそうだったように、あの肖しよう像ぞう画がの少女とだぶって見えたのだった。

「小樽、これをどう思うかの？」

「ライムと同じ……」

「ふむ……。小樽、おぬし、マリオネットのこと、どう思っておるのかの？」

「オレ……」

　このとき、小樽の口からは正しよう直じきな気持ちが飛び出した。家安には隠かくしだてする必要がないと感じたのだ。

「オレ……異常かもしれねえけど、マリオネットって愛いとしいと思う。オレ、伝説の『女』ってヤツが好きで……マリオネットを通して、その『女』ってのを求めてる……かもしれねえんです」

　いつしか小樽も、そして家安も真剣な表情になっていた。

「小樽……おぬし……」

　家安がなにかを言いかけたときだ。




　バキィィィィィィィッ！




　天てん井じようを突つき破って、なにかが飛び込んできた。

「むっ！」




　ダンッ！




「な、なんだ？」

「なに、なに？」

　それは髪かみの長い、隻せき眼がんの女──マリオネットだ。

「徳川家安だな！、あんたの命、もらいにきたぜ！」

　そのマリオネットはニヤリと笑って言った。
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　カツカツカツ……




　部屋に軍ぐん靴かの音が響ひびいてきたとき、その軍服姿の二人のマリオネットはピンと背筋を伸のばして待たい機きした。

　入ってきたのは長身の軍人だ。

　圧あつ倒とう的なカリスマ性と鋼こう鉄てつの意志を持つ彼こそはゲルマニア総そう統とうファウストであった。

「ティーゲル！　ルクス！」

　ファウストは冷たい声で二人のマリオネットを呼ぶ。

　ティーゲルとルクス──二人の美しきマリオネットがファウストの前に並ならんだとき、飛んできたのは強きよう烈れつな張り手だった。




　パシッ！




「ああっ……」

　頰ほおを張られ、ティーゲルとルクスは痛みを感じたかのように床ゆかにはいつくばった。

　ファウストは怒いかりをふくんだ語気で言う。

「だれの許可を得て、パンターを出した」

　ルクスが床に額ひたいをこすりつけたまま言った。

「申し訳わけございません。ジャポネス将軍徳川家安の言動が、ファウスト様を著いちじるしく傷つけるものだったので私の独断で行かせました。ファウスト様を汚けがす者には死を」

　ファウストはルクスの言葉を一通り聞いていたが、いきなりその後頭部をむんずと軍靴で踏ふみつけた。




　ギュッ……




「ああ……」

「勝手なことをするな！」

「申し訳ございません！　お許しを！」

「ティーゲル、この犬を縛しばりつけろ！」

「はっ！」




　ビリリリィッ！




　ティーゲルがルクスの軍服を破り捨てた。

「あ……」

　そのまま縄なわを取り出して、ルクスの四し肢しを部屋の壁かべに引っ張るように縛って、身体からだを部屋の真ん中に固定する。

　こういうときのためのロープの固定金かな具ぐが部屋のあちこちに準備されているのだ。

　ハダカのルクスを見て、ファウストはようやく満足したように笑みを浮かべた。

「いいか！　おまえたちは私の命令に従っていればいいのだ！　おまえたち〝セクサドールズ〟はただのマリオネットとは違ちがう！　感情もあれば、痛みも感じる。それがだれのためかわかるか！　すべてはこの私のためだ！　私を喜ばせるためだ。奉ほう仕しすべきこの私の気分を害した償つぐないをせよ！　ティーゲル！」

「はっ！」

　ティーゲルがいつの間にか手にしていたムチをルクスめがけて振ふり下ろした。




　ピシィィッ！




「ああっ！」

　ルクスが悲鳴をあげる。

　が、ティーゲルは容よう赦しやなくムチを振り下ろす。




　ピシッ！　ピシィィッ！　パシィィッ！




「ああ……！　うっ……ああっ！」

　やがてぐったりとなったルクスにファウストが近づいていく。

　ファウストは髪かみをつかんでルクスの顔を引き上げた。

「ルクス、どうだ」

　驚いたことに、ルクスの顔には恍こう惚こつとした歓かん喜きの表情が浮かんでいた。

「……ああ、ファウスト様……うれしゅうございます。このルクスにもっと罰ばつを……もっとムチをお与えください」

「フフ……ルクス、かわいいヤツ」

　ファウストがルクスの唇くちびるを吸う。

「ああ……」

　ファウストの顔が離はなれたとき、ルクスは喜びに身体を火ほ照てらせていた。

「続けろ」

　ファウストの短い言葉に、ティーゲルはふたたびムチを振り下ろした。




　ピシィィィィィィィィィッ！




「ああっ！」

　今まで以上に強きよう烈れつな一いち撃げきを受けて、ルクスが身をよじらせる。

　ティーゲルの顔には強い嫉しつ妬との表情が浮かんでいた。




　　　　８




「ファウストの手の者だな」

　家安がキッと隻せき眼がんのマリオネットをにらんで言った。

「ファウスト様の奴ど隷れい〝セクサドールズ〟のパンターだ！　家安、死にな！」

　パンターが家安に向けて走った。




　シャッ！




　そのとき、先ほどと同じく、数人の家安の護ご衛えいのセイバーたちが天てん井じようから飛び降りてくる。

　そのままセイバーたちはパンターに向けて飛びかかった。

　が、




　ドギュッ！




　胸を一撃で貫つらぬかれ、動きを停止したのはセイバーのほうだった。

「フフフ……」

　パンターは無む造ぞう作さに手しゆ刀とうを引き抜くと、かかってきたセイバーを次々と破は壊かいした。

　凄すさまじいまでのパワー──

　圧あつ倒とう的な強さだ。

「いけない！　将軍様！」

　小樽が家安の腕を引っぱり、逃にがそうとする。

　が、そのときすでにパンターはすべての護衛のセイバーを片づけていた。

「家安！　死にやがれ！」

　パンターが家安の眼前に着地した。

「て、てやんでえ！」

　とっさに小樽は家安をかばうように前に出ていた。

「邪じや魔まだ！」




　ドカッ！




　パンターが大きく腕を振ふると、小樽は軽々と吹き飛ばされた。

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　小樽は例の押し入れの襖ふすまを突つき破り、中に飛び込んでいく。

　今まで、ボーッと事態を見ていたライムの表情がそれを見て変わった。

「小樽！」

「死ね、家安！」

　パンターがふたたび腕を振り上げた。




　ドガァァァァァァァァッ！




　だが、次の瞬しゆん間かん、パンターは横からの攻こう撃げきを受けてはじき飛ばされていた。

「なにっ!?」

　ライムだった。

　ライムが怒ったような表情をして、パンターをにらんでいる。

「小樽をいじめるな！」

　ライムの叫さけびに、パンターは嘲ちよう笑しようをもって応こたえた。

「ガキが……」

　パンターが一気に前に出る。




　シャッ！　ザシュッ！　ジャッ！




　だが、突き出したパンターの手しゆ刀とうはライムによってことごとくはずされていた。

「なにっ!?」

　スピードはライムのほうが遥はるかに勝まさっているのだ。

「バカな……！」

「小樽をいじめるなっ！」

　ライムが怒いかりにまかせたまま、一気に回まわし蹴げりを決める。




　ドゴォォォォォォォ……




「うぐっ！」

　ライムの足先はまともにパンターの右肩を直ちよく撃げきし、パンターの腕はだらんと垂れ下がったようになった。

「クッ……肩のケーブルが……てめえ、ブチ壊こわすッ！」

　キレたように叫ぶパンターだったが、そうのんびりしてられない状じよう況きようが現出していた。




　ドヤドヤドヤドヤドヤ……！




「上様！」

　声とともに新たな護ご衛えいの兵士やセイバーが次々と飛び込んでくる。

　さすがのパンターもこれだけの数を相手にするのはかなり困難を要するはずだった。しかも、いまや手負いだ。

「おのれッ！　覚えてろッ！」

　唇くちびるをかみしめ、右肩を押さえたまま、パンターはジャンプした。

　そのまま天てん井じようを突き破り、パンターは消えていく。どうやら状況不利とみて、撤てつ退たいしたらしかった。

「……小樽!?」

　ライムはしばらくパンターの行方ゆくえをにらんでいたが、やがて心配そうな表情を押し入れのほうに向けた。

　ライムの背後では、家安が感心したようにうなずいていた。




　一方、押し入れの中では、小樽は半分意識を失いながら、やわらかな温ぬくもりに包まれていた。

「マスター……」

「えっ……？」

　そのやわらかな温もりの主ぬしは、あのカプセルのマリオネットだ。

　小樽が押し入れに飛び込んだ衝しよう撃げきで、カプセルのふたが開き、彼女が動き出したのだ。

　マリオネットは小樽を抱だきしめて、ささやくように言った。

「マスター……あたし、チェリーと申します。以後、末永くよろしくお願いいたします」

「あ、ああ……？」

　チェリーの腕の中で、心地ここちよい感覚を味わいながら、小樽は気を失った。

　チェリーの抜け出したカプセルの液えき晶しよう部ぶにはこんな文字が浮かんでいた。
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　第三章　出逢い３、小お樽たるとブラッドベリー
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　トントントントン……




　規則正しく響ひびいてくる包ほう丁ちようの音で、小お樽たるは目を覚ました。

「えっ!?」

　味み噌そ汁しるのいいにおいが漂ただよっている。

「なんだ!?」

「あら、起きられましたか？」

　やさしい声が響き、台所から女の子が現れた。

（あ……）

　大きなぼんぼりのようなかんざしを頭の両側につけた、かわいい女の子だ。

　白いエプロンがとても似に合あっている。

「あ、あのキミは……？」

「やだわ、旦だん那な様ったら、妻の顔を忘れるなんて」

「つ、妻？　妻って……」

　小樽の脳のう裏りに〝妻〟という言葉がこだまする。小樽もそれが伝説でいう、男女が結ばれたときの女性の称しよう号ごうであることを知っていた。

　小樽の心の奥のそのまた奥に、その〝妻〟というものに対するイメージがあった。神こう々ごうしいまでに高貴で厳格なイメージが。

　だが、今、目の前にいる女の子はどうだ。

　清純で可か憐れんで愛らしく、華きや奢しやな肢し体たいは抱かかえたら折れてしまいそうだ。

「え、え～と……」

　小樽がドギマギしていると、少女は小樽の寝ね床どこの横に座すわり、三つ指ついて、深々と頭を下げた。

「旦那様、おはようございます」

「あ……お、おはよう」

「お食事になさいます？　お風ふ呂ろになさいます？　それとも……」

「えっ!?」

　ふいに少女の瞳ひとみに妖よう艶えんな光が浮うかぶ。

「うふふ……」

　少女はゆっくりと小樽に近づいてきた。

　正面、およそ五センチのところに少女の顔がある。

「えっ!?　えっ!?」

　少女の手がゆっくり伸のびてきた。

　小樽の顔がカーッと熱くなる。




　ガシッ！




　が、若じやつ干かん、勝手が違ちがった。

　思った以上に力強く、その手で肩をつかまれると──

「えっ!?　えっ!?　えっ!?」

　いきなりユサユサと身体からだを揺ゆすられたのだった。

「あー、あー、あー、あー、あー……」

　その振動に小樽はフラフラとなって──
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「マスター、起きてください！」

　かわいらしい声に、小樽は今度こそ本当に目を覚ました。

　夢の中と同じように身体をユサユサと揺すられている。

「あん……？」

　揺すっているのはあの少女──家いえ安やすの部屋のカプセルに眠っていたマリオネット、チェリーだ。

「あれ？　オレ、まだ夢の続き見てるのか？」

　小樽はチェリーを見て、そして部屋の中を見回して不思議そうにつぶやいた。

　そこは小樽の長なが屋やの部屋とは段だん違ちがいに立りつ派ぱな部屋だ。

（ああ、そうだっけ）

　家安に気に入られ、勧すすめられるままに城に泊とまったことを小樽は思い出した。

「どうしたんですか、マスター」

　ボーッとしている小樽の顔をのぞき込んで、チェリーがニッコリ笑った。

　その笑顔を見て、小樽は顔がどんどん火ほ照てっていくのを感じていた。

（なんなんだよ、オレ？　この子もマリオネットだぞ）

　そのうちに今度はチェリーのほうが顔を赤らめて、キャッと恥はずかしそうな仕し草ぐさをした。

「マスター、そんなに見つめられると、照れてしまいますわ」

　その仕草に小樽はますますポーッとなった。

（かわいい……）

「さあ、起きてください。ご飯の用意ができてますわ」

「えっ？」

　小樽の目の前にお膳ぜんが出される。

　真っ白なご飯に、豆とう腐ふの味み噌そ汁しる。アジの開きに、納なつ豆とうに、白はく菜さいのおしんこ。

　それは小樽が理想とする朝食だった。

「あの、これ……？」

「中央コンピュータのデータベースに照しよう会かいして、マスターの好こう物ぶつをそろえてみたんですわ。お気に召めします？」

「うん」

　小樽は味噌汁に手を伸ばし、そっと飲んだ。

　味噌の加か減げんといい、温あたたかさといい、申し分ない。

「うまい！」

「ホントですか、マスター！　きゃっ♡」

　小樽がなおもその食事にがっつこうとしたときだった。

「ちょっと待ったぁぁぁぁぁぁぁっ！」




　ガラッ！




　元気のいい声が響き、お膳を持ったライムが飛び込んできた。

　さらにその後ろにはお膳を持った花形も。

「小樽、ボクも朝ご飯作ったんだよ！　食べて、食べて！」

「小樽クン！　そんなメカの作った変なものを食べたらオナカを壊こわすぞ！　それよりもこのボクの愛情こもりまくりの食事を食べてくれぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　ライムと花形はほぼ同時にお膳を突き出した。

　ライムのお膳はご飯がてんこ盛もりに盛ってある。アジを焼いたらしいが、それはほとんど消けし炭ずみと化していた。味噌汁もあるにはあったがそこにはなぜかトマトが浮かんでいる。

　一方、花形のお膳には分厚いステーキがのっていた。味噌汁代わりにビーフシチュー。さらに油でギラギラしている五ご目もくやきそば。

「うっ……」

　思わず小樽は口を押おさえた。

　それを見て、チェリーが叫さけぶ。

「二人とも、マスターにそんな変なものを食べさせるつもりですか!?　マスターは消し炭やそんなコッテリしたものを朝から食べません！」

「なに言ってんだよ、チェリー！　ボク、一生懸けん命めい作ったんだよ！　きっとおいしいに決まってるさ！」

「ええい、マリオネットども、聞けい！　小樽クンの健康のためにはこの朝食が一番なのだっ！」

「小樽、ボクの、ボクの！」

「どけっ、マリオネットども！」

「マスターは私のごはんを食べてるんですっ！」

　三人の言い争いを小樽は啞あ然ぜんとして見ていた。

（それにしても……）

　小樽は思う。

「ライムもチェリーもほとんど人間と変わらねえなぁ」

　なにげなく口に出した言葉に、ちゃんと返事が返ってきた。

「それは〝乙女おとめ回路〟のせいじゃよ」

「えっ!?」

　驚おどろいて振ふり向くと、いつの間に入ってきたのか、家安が立っていた。

「将軍様！」

「小樽、よく眠れたかな？」

「は、はい」

「そうかそうか。それはよかった」

「あの……で、将軍様、今おっしゃられた〝乙女回路〟って」

「〝乙女回路〟というのはな、感情を生み出し、制せい御ぎよする回路のことじゃよ。今はもう失われてしまった技術じゃ」

「えっ？」

　家安はまだ言い争っているライムとチェリーを見て言った。

「あの二人はな、特とく殊しゆなマリオネットなんじゃよ」

「特殊な……？」

「そしておまえはあの二人に選ばれたのじゃ」

「選ばれた？　選ばれたってそいつはいってぇ？」

「ふふん。それは今にわかる。それとあともう一人……」

　家安がさらになにかを言いかけたときだった。

「上様ッ！」

　明らかに慌あわてた声が響ひびき、顔に大きなエクボのある男が扉とびらから飛び込んできた。家安の第一の側近、大おお江え久く保ぼ彦ひこ左ざ衛え門もんだ。城でも随ずい一いちの頑がん固こ者ものとして知られている老人だった。

　しかし、このときの彦左衛門は声の調子といい、表情といい、ただ事でないことがわかる。

「どうしたのじゃ？　彦左」

　問いかける家安に、彦左衛門は震ふるえる声で叫んだ。

「ペテルブルクが陥かん落らくいたしました！」

「なんと！」

　家安は思わず声を出し、表情を強こわ張ばらせたのだった。
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「ペテルブルクは陥おちたか」

　ブランデーグラスを傾かたむけながら、ゲルマニア総そう統とうファウストは満足そうに微笑ほほえんだ。

　外はもう昼間だというのに、この部屋にだけ〝夜〟があった。

　照明を落とし、安らぎを感じさせる音楽が流れている。

　ファウストのそばには、軍服を着たティーゲルとルクスが立っていた。

　そして──




　カタッ……




　ファウストがグラスを目の前のテーブルに置いた。

　が、そのテーブルはただのテーブルではない。

　薄うす暗ぐらい中に白い肌はだが浮うかび上がっている。

　ハダカのパンターの背中に、革かわひもでガラスのテーブルの天板がくくりつけられていたのだ。

　ファウストが口の端にわずかに笑みを浮かべて、パンターを見た。

「気分はどうだ、パンター」

「うれしゅうございます、ファウスト様」

　パンターは心底うれしそうにファウストに告げた。

　己おのれのみじめな姿をファウストの目にさらすことで生まれた羞しゆう恥ちは、パンターにとってそのまま快感につながっていた。




　ドカッ！




「あ……」

　いきなりファウストの足がパンターの顔を蹴けりつける。

　そんなことをされても、パンターは背中のテーブルにのったグラスのブランデーを決してこぼさなかった。

「勘かん違ちがいするな、パンター！　おまえは罰ばつを受けているのだぞ」

「申し訳わけございません、ファウスト様！　罰を！　このパンターをもっとみじめにしてくださいませ」

「ふん……」

　ファウストはふたたびブランデーグラスに手を伸ばした。

　そのまま口にもっていかず、床ゆかにブランデーをこぼす。

「なめろ」

　ファウストの声に、パンターは嬉き々きとした表情をして、床にこぼれたブランデーをなめ始めた。




　ピチャ……ピチャ……




　ファウストの心をなごませる、その音は、小さいが規則正しく流れ始めた。

「それにしても、おもしろい。パンターと互ご角かくに戦ったマリオネットか」

　ファウストはパンターを見ながら、興きよう味み深ぶかそうにつぶやいた。

「おまえたちと同じく〝乙女おとめ回路〟を持つマリオネットというわけだな」

　ファウストの言葉に、ティーゲルとルクスが静かにうなずく。

「そいつらを見にいくというのも一いつ興きようだな」

　冷たい笑みを浮かべて、ファウストは立ち上がった。
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　テラツーの六つの都市国家、すなわちゲルマニア、ペテルブルク、ジャポネス、西せい安あん、ニューテキサス、ロマーナの各都市は実はわりあい近い場所に存在した。というのも、これら六つの都市はたった六人の人間で始まったのだから当たり前といえば当たり前だが。

　加えて、クローン技術で人口を増やしていくのにも限度があり、いまだに地球とほぼ同じ大きさを持つテラツーのごく一部を開かい拓たくするだけの人口しかいなかった。

　最大の人口を誇ほこる西安でおよそ二〇万人であり、最小のロマーナが一二万であることを考えると、各都市の人口の差はそれほどないといっていい。

　が、これが兵力となると事情は変わった。兵士は別に人間でなくとも構わないのだ。戦せん闘とう用マリオネット〝セイバー〟の数と性能、これに尽つきる。

　この点で、ファウスト率ひきいるゲルマニアは他の都市国家を圧あつ倒とうしていた。

　ゲルマニアの主力セイバー『クリーガァⅡ』は他の都市国家のセイバーの倍以上の運動性能を誇っていた。さらにコストパフォーマンスも高く、ゲルマニアの強大な軍事力の象しよう徴ちようであった。

　彼女たちは赤い髪かみで統とう一いつされていたため、〝赤毛レーテス・ハール〟のアダ名を持っていた。それゆえか、他の都市国家の軍人たちの中には赤い髪のマリオネットを毛け嫌ぎらいする者が少なくなかったほどだ。

　もちろん、他の都市国家もただ指をくわえて見ていたわけではない。ゲルマニアが軍事力を増大させれば、それに対たい抗こうして軍備の拡かく充じゆうをせざるを得ない。結果的に、ここ数年は無制限な軍ぐん拡かく競きよう争そうに突とつ入にゆうしていた。

　過大な軍拡は経済や社会を逼ひつ迫ぱくさせる。

　それ以上に深刻なのは市民たちの心理的不安の増大だった。

　ただでさえ、男だけしかいないという、生物学的に異常な状態であるのに、戦争への不安と恐きよう怖ふは、心をさらに荒すさませ、閉へい塞そくさせていた。

　ファウストがいるかぎり、和平という選せん択たくはないに等しい。

　各都市は、日々の不安におののきながら、暴発の日を待っていた、と言っても過言ではなかった。

　そしてその日はついに来た。

　が、暴発した力の恐おそろしさは人々の想像以上のものだった。

　ペテルブルクが陥かん落らくするのに三日とかからなかったのである。




　ジャポネスでも、ペテルブルク陥落のニュースは衝しよう撃げきをもって迎むかえられていた。

　なにしろジャポネスは、ペテルブルクに次いでゲルマニアに近いのだ。

　家財道具を大だい八はち車ぐるまに乗せて、通りを右往左往する慌あわて者ものが続出し、市内のあちこちで混乱が生じていた。

　混乱はジャポネス城でもまき起こっていた。

　血けつ気き盛さかんですぐ戦おうとする者、なにかしようというではなく、大変だ大変だと走り回る者、ともかく大おお騒さわぎだ。

　ジャポネスの国民性として、なにか事があると必ずお祭り騒ぎになってしまうというのがあげられる。

　市民の共通の先祖である、オリジナルの徳川家安は、どうやら相当な慌て者でお祭り好きの人間だったらしい。ジャポネスッ子のお祭り好き──

　そして、ここにも、典型的な『ジャポネスッ子』が一人いた。




「えらいこっちゃ、えらいこっちゃ！　えらいこっちゃ、えらいこっちゃ！」

　さっきからなんべんその言葉を口にしたか。

　ともかく小樽は「えらいこっちゃ！」と叫さけびながら中庭を走り回っていた。

　すぐに戦争だという意識が、小樽の気持ちをはやらせ、それが「えらいこっちゃ！」という言葉になって、小樽を走り回らせていたのだ。

「えらいこっちゃ！　えらいこっちゃ！」

　ライムはキャッキャッ喜んで、小樽のマネをして、同じように叫びながら小樽のあとをついてまわっている。

　それにくらべるとチェリーは冷静だった。

「マスター、落ち着いてください！　マスター！」

「ふふん」

　鼻で笑いながら花形がチェリーの横にズイッと進み出てくる。

「やはりマリオネット……青いな。機械の浅あさ知ぢ恵えでは小樽クンを落ち着かせることなどできはしまい！」

　チェリーがムッとしたように花形の顔をのぞき込んだ。

「それじゃあ、あなたはどうするっていうんですか!?」

「ふふん。見ていたまえ！　小樽クンに一番有効なのは、ボクの愛の力だ！」

　ダッと花形が走り回っている小樽の前に飛び出した。

「小樽クン！　さあ、このボクの胸に飛び込んでおいで！　ここがキミの安らぎの場所だぁっ！」




　ドカァァァァァァァァァァァッ！




「うぷぷ……」

　小樽の飛とび蹴げりが見み事ごとに決まり、彼の靴底は花形の顔に正面からめり込んだ。

「気き色しよく悪わりぃんだよ、おまえは！」

　その場にひっくり返った花形を踏ふんづけて、今度はチェリーが小樽の前にやってくる。

「マスター、なにをそんなに焦あせってらっしゃるのですか？」

　心配そうなチェリーの顔を見て、小樽は少しあたふたしながら言った。

「いや別に焦ってるってわけじゃないんだけど……なんか戦争だって聞いて、怖こわいんだかなんだか、ともかく興こう奮ふんしちゃったんだよ」

「ダイジョ～ブ！」

　ライムが背後から小樽に抱だきついてきて言った。

「小樽はこのボクが必ず守ってあげるから！」




　ドキッ！




　無む邪じや気きな笑顔を見せるライムに小樽の胸は高まる。

（オレ……今、すげえ幸せ感じちゃってる）

　だが、チェリーにしてみれば、その小樽の態度はおもしろいものではなかった。

　チェリーはぷうとふくれて、小樽の手に抱きつくと、キッとライムをにらんで言った。

「マスターは私が守ります！」

「だめ、ボクが守るの！」

「私です！」

「ボクッ！」

　二人のマリオネットの間で小樽は引っ張られ状態──

（これってやっぱり幸せなんだよな……）

　が、そう世の中うまいことばかりではない。

「離はなれろ、機械ども！　小樽クンを守るのは、この花形美み剣つるぎだっ！」

　顔に思いっきり足形をつけたおバカさんが復活して、これまた小樽に抱きついてきたのだ。

「うわっ、は、花形！」

「小樽クン、キミはこのボクが命に代えて守ってみせる！　さあ、ボクのこの愛を受け止めてくれっ！」

「小樽を守るのはボクだってば！」

「マスター！　マスターは私を選んでくださいますよね！」

　三方から力まかせに引っ張られて、小樽にはもう幸せを感じている余よ裕ゆうはない。

「痛い！　痛い！　こら、バカ！　マジで痛いぞっ！」

　小樽の身体がバラバラにならずにすんだのは、城の中が今までとは問題にならないほど騒さわがしくなったからだった。

「なんだ？」

　たまたまドタバタと走ってきた彦ひこ左ざ衛え門もんに小樽は声をかけた。

「あの～、なんかあったんスか？」

　彦左衛門は焦あせった顔をして早口でまくしたてた。

「ゲルマニアからいきなり使者が来たんじゃよ！　それも、ファウスト自みずからが！」

「ええっ!?」

　さすがの事実に驚おどろいて、思わず小樽と花形は顔を見合わせた。
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　百畳じよう敷じきともいわれる謁えつ見けんの間まで、ファウストと家安は向かい合っていた。

　家安は上かみ座ざの一段高いところにあぐらをかいている。なぜか背後には巨大な仁に王おう像ぞうが飾かざってあった。

　家安を守るように精せい鋭えいのセイバーたちが垣かき根ねを作り、側そつ近きんたちも多数集まっていた。

　警けい戒かいを厳げん重じゆうにしたのは、ファウストの連れてきた者たちが原因だった。

　ファウストは三人（三体？）しか護ご衛えいを連れてこなかった。

　ティーゲル、ルクス、パンター──セクサドールズの三人である。

　つい先日、家安の命を狙ねらったパンターを、ファウストは堂々と連れてきたのだ。使者に対する礼れい儀ぎよりも警戒を厳重にしたのは無理からぬところだった。

　ファウストは畳たたみの上に、軍ぐん靴かのまま立っていた。

「…………」

　独特のシニカルな笑みを浮かべて家安を見ている。

　先に言葉を発したのはファウストのほうだった。

「先日は、パンターが失礼をしたようだな」

「そこのマリオネットが礼儀を知らなかった理由がようやくわかったわい。主人がこれではのう……。ファウストよ、畳の上には土ど足そくで上がるものではないぞ」

「…………」

「もっとも、おぬしは他の国を土足で踏ふみにじるのがずいぶんと得意なようじゃがのう」

「フ……」

　家安の強きよう烈れつないやみに、ファウストは思わず苦笑をもらした。

　が、目は笑っていなかった。




　そんな会談の様よう子すを、横のふすまの間からそっとのぞいている者たちがいた。

「あれがファウストか……。噂うわさどおり、インケンそうなツラしてやがるぜ」

「あ、後ろのヤツ！　こないだ小樽をいじめたあいつだ！　プンスカ」

「それにしても、なんで将軍様の後ろに仁王像があるんだ？」

「将軍様の趣しゆ味みなんだよ、きっと」

「お、小樽クン、こういうのぞきってよくないんじゃないかな？　見つかったら絶対に怒られちゃうような気が……」

　ボソボソと話している彼らはもちろん小樽たちだ。

　彦左衛門から強ごう引いんに会談の場所を聞き出して、のぞきに来たのだった。

　会談の様子をうかがいながら、ふと小樽はチェリーが真しん剣けんな顔をして黙だまり込んでいることに気づいた。

「どうした、チェリー？」

「あ、いいえ……少し気になることがあるんです」

　チェリーの目がわずかに光を発する。チェリーはなにごとか探査サーチしているらしかった。




　ファウストをにらみつけながら、家安がさらに言葉を続けた。

「なにをしにきたのじゃな、ファウスト!?」

「フフフ……このパンターと互ご角かくに戦ったマリオネットを見にきた──ということではどうかな」

「…………」

「家安、はっきり言おう。ジャポネスの兵力など、我がゲルマニアの機き甲こう兵団の敵ではない。降こう伏ふくしたほうが身のためだ」

「……断る。悪あく魔まに魂たましいを売るぐらいなら、滅ほろびるのもまたいいものだ」

　毅き然ぜんとした表情で家安が言った。

「武士道というヤツか。くだらぬな」

「ファウスト！　なぜ戦いを好む！　なぜ戦乱をまき起こすのだ!?」

「六人の中でだれが一番優秀かと思ってな」

「なにっ!?」

「この星の連中は全員、あの六人のコピーにすぎない。ならばあの六人でもっとも優秀な者が、この星でもっとも優秀な存在となる。どうせコピーなら、優秀な者のほうがよかろう」

「おぬし……それだけの理由で！」

　家安の額ひたいに青筋が浮かび上がっていた。家安は本気で怒っていたのだ。

「そんなつまらないことでおぬしは戦争を起こすというのか!?　数多くの人間を殺そうというのか！」

「つまらぬことではない！」

　雷らい鳴めいのような声が響ひびきわたった。

　部屋の温度が一気に下がったような錯さつ覚かくに襲おそわれる。

　あとに来たのは沈ちん黙もくだ。

　やがて、沈黙は沈黙を作り出した声によって破られた。

「この戦いは、もっとも優秀な人格を決める大切な儀ぎ式しきだ。テラツーの未来のためと言ってもらおうか。低俗な人格など、生きている価値はない！」

「……くだらんのう」

「なにっ!?」

「ファウスト、おまえは根本的に間ま違ちがっておる。この星の人間たちはすでに別の人格、性格をもった存在にまで成長しておる。彼らの中にはおまえなど想像もつかぬような素す晴ばらしい能力を持った者も生まれておるぞ！」

「そんなことはありえぬ！」

「知能の高さや記き憶おく力りよくの良さが人間の優劣を決めるものではないぞ！　たとえば、背後の三人のマリオネットのように、どれだけ優秀なマリオネットでも愛あい玩がん道具としか考えられぬおまえとは違い、マリオネットを人間として扱あつかうことのできる、そういう意識を持った人間もおる」




　一いつ瞬しゆん、ドキッとしたのは小樽だ。

　家安が明らかに自分のことを言ったことがわかったからだ。

（将軍様はなんでオレなんかのことを……？）

　そのとき、横にいたチェリーが小樽のほうを向いて、焦あせった表情で言った。

「マスター、間違いありませんわ！　爆ばく発はつ物ぶつ反応です！」

「ええっ!?」

「あのファウストという男の体内から爆発物の反応を感じます」

「まさか……」

　花形があきれたように言う。

「おまえはやっぱりポンコツだな。なんで敵の親おや玉だまの身体からだに爆発物が埋うまっているんだよ！」

　だが、チェリーは真剣だった。

「あたしの感セ応ン装サ置ーを信じてください！」

　その表情を見て、小樽はうなずいていた。

「わかった！」




　ファウストがスッと前に出た。

「家安、少し二人だけで話がしたい。他の者には聞かせられぬことだ」

　ファウストがさらに二、三歩、家安に近づいたときだった。

　ガラッとふすまを開けて、小樽が飛び出したのだ。

　続けてチェリーとライムも。

　小樽は大声でる叫さけんだ。

「将軍様、気をつけて！　そいつ、身体の中に爆弾隠かくしてるぜ！」

「なんじゃと!?」

　パンターが小樽たちを、特にライムを見て表情を変えた。その目が憎にくしみの色を浮かべる。

　チラリとパンターの表情を見て、ファウストは興きよう味み深ぶかそうに微笑ほほえんだ。

「ほう。あれがパンターと互ご角かくに戦ったマリオネットか……」

　次の瞬しゆん間かん、カァァァッとファウストの身体が発光した。




　ドガァァァァァァァァァァァァァァァッ！




「うわっ！」

「ぎゃぁっ！」

　ファウストの身体が爆発し、周囲は爆風にのみ込まれた。
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　ガララ……ガラ……




　爆発の衝しよう撃げきは謁えつ見けんの間まをグチャグチャにした。

　小樽はライムとチェリーがとっさに覆おおいかぶさって事なきを得たが、哀あわれ、花形は爆風に吹き飛ばされて、廊ろう下かの壁かべにめり込んでいる。

「最近、こんなんばっか……ぐえっ」

　広間につめていた家安の側近たちで無ぶ事じな者は一人もいなかった。全員がその場に倒たおれて動かない。息絶えた者すらあった。

　家安はというと、例の護ご衛えいのセイバーの壁のおかげである程度の衝撃はやわらげられたはずだが、うつ伏ぶせになったまま動かない。護衛のセイバーのほうは爆発の影えい響きようをまともに受け、すべてがその機能を停止していた。

　そんな中、三つの動く影かげがあった。

　セクサドールズの三人だ。

「家安、覚かく悟ご！」

　家安にとどめを刺さそうと、三人は走った。

　だが、そのときにはライムとチェリーも動いていた。

「こいつら、許さないぞ！」

「ライム、将軍様を守るのよ！」

　ライムが真横からティーゲルとパンターに体当たりし、チェリーもまたルクスに向かって打ちかかった。

「なにっ!?」

「くっ？」

　勢い余あまって、ライムとティーゲル、パンターはお互たがいに大きくはじき飛ばされる。

「いてて」

　ごろんと転がったライムだが、そこに体勢を立て直したティーゲルが蹴けりを入れてくる。

「はぁ──ッ！」

「のわっ！」

　それもなんとかかわしたライムに、今度はパンターが鋭するどい手しゆ刀とうを突き入れてきた。




　ザシュッ！　ザシュッ！　ザシュッ！




「砕くだけろ！」

「べ～～～～、そんなもの当たらないよ！」

　だが、ライムも前回の対決と同じようにはいかなかった。

　パンターの手刀をよけた直後に、間かん髪はつ入れずティーゲルの肘ひじが飛んできたのだ。

「うわぁぁっ！」

　エルボーの一いち撃げきをまともに受け、ライムはもんどりうって、その場に倒れた。

「二対一で我らに勝てると思うな」

「今度こそバラバラにしてやるぜ！」

　パンターとティーゲルが嘲ちよう笑しようし、ライムを見た。

　チェリーとルクスの戦いは、ライムたちにくらべて静かなものだった。

　両者はじっとにらみあったまま動かない。

「こういくとこうくるわけね」

「ほう。私と同じ感セ応ン装サ置ーを備えているのか。計算能力も悪くはなさそうだ」

「あなたもね」

　感応装置で相手の能力を確かめ、次にくる攻こう撃げきを予測する。

　相手を上回る計算能力を示さなければ、攻撃はすべてムダになってしまうのだ。ムダな動きは隙すきを呼ぶ。

　そのため、両者は動かなかったというよりも動けなかったのだ。

　静かな戦いはいつ果てるともなく続いていた。




　その間に小樽は家安のもとに駆かけつけていた。

「将軍様！……わっ、ひでえケガだ」

　抱だき起こした家安は血まみれになっていた。

　爆ばく発はつを護衛セイバーが防いだとき、その中の一体が弾はじけ飛び、運悪くその破片が家安の身体のあちこちにめり込んでいたのだ。

「小樽か……」

　家安が弱々しく目を開けた。

「将軍様、無事ですか？」

「無事ではないが、まだ生きておるよ。それにしてもぬかったわ」

「でも、ファウストのヤツ、爆発しちまったし」

「あれは影ダ武ミ者ーじゃ」

「ダミー？」

「自分と寸すん分ぶん変わらぬクローンを製造し、その過程で特とく殊しゆな処理を施ほどこして、クローンから考える力を奪うばうのじゃ。そのうえで意識を同調させれば、クローンは自分本来の身体とまったく同じように動く。まさかその影かげ武む者しやを人間爆弾に使うとはな……」

「きたねえやり方だぜ」

「わしが甘あまかったかもしれんのう」

　そのときだ。

「家安、死ねっ！」

「小樽、危ない！」

「えっ!?」

　パンターが家安と小樽の前に立っていた。

　ライムとの戦いをティーゲルにまかせ、パンターは家安抹まつ殺さつを優先したのだ。




　ドシュッ！




　小樽が家安を抱いたまま転がり、一撃目は畳たたみに大穴を開けただけだ。

「クッ、ガキが！　また邪じや魔ましやがって！」

「成り行きで」

「だったら家安とともに死ぬんだな！」

　ふたたびパンターが構えをとった。

「小樽！」

「マスター！」

　ライムもチェリーも、ティーゲル、ルクスに邪魔されて動けない。

（こりゃ死ぬかな？）

　意外と冷静にその事実を小樽が受け入れたときだった。

「三人目のマリオネットを呼ぶのじゃ！」

「えっ!?」

「いいから、ブラッドベリーの名を叫さけべ！　早くっ！」

「なんだかわからないけど……ブラッドベリー、来てくれっ！」

　小樽の叫びが響ひびきわたり、そして──

「あいよ！」




　ドゴォォォォォォォォォォン！




　いきなり仁に王おう像ぞうが砕くだけ散った。

「なにっ!?」

　中から飛び出してきたのは、スッポンポンのナイスバディの女、いやマリオネットだ。

　そのプロポーションは、セクサドールズたちに勝まさるとも劣おとらない。

「ブラッドベリー参さん上じよう！」

　ナイスバディはそう名乗ると、一気にパンターに打ちかかった。




　ガシッ！




「くっ！　このパワーは!?」

「あたしゃ気が短いんだ！　さっさとやられちまいな！」

「なんだと!?」




　ドカッ！




「うぐっ！」

　突とつ然ぜんの乱入で、その分、ブラッドベリーに余よ裕ゆうがあった。

　パンターはブラッドベリーに殴なぐり飛ばされ、背後の壁かべをぶち抜いて吹っ飛ぶ。













「ちぃっ！」

　起き上がったパンターが見たのは、ようやく駆かけつけてきた城のセイバーたちの姿だった。

　パンターの横にルクスとティーゲルが駆けつけてくる。

　ルクスが冷静な口く調ちようで言った。

「彼女らとの戦力はほぼ同等。ここに城のセイバーが戦いに加わったとき、私たちの勝機は三〇パーセント」

「ここは退ひくよ、ルクス、パンター」

「くっ……」




　バリィィィィィィ～～～～ッ！




　セクサドールズたちは壁を破り、そのまま外に飛び出していった。

「ふぃ～……助かった」

　ようやく緊きん張ちようが解とけて、小樽はその場に家安を下ろした。

　救急用のマリオネットたちが慌あわただしく家安を運び出していく。

　それを見送る小樽の前にやってきたのはブラッドベリーだ。

「あんたかい、あたしを呼んだのは？」

「あ、ああ、そうだけど」

「名前は？」

「小樽。間ま宮みや小樽」

「そうか」

　ブラッドベリーはニッコリ笑うと、いきなり小樽を抱きしめた。巨大な胸に、小樽の顔は埋うまってしまう。

「今日からよろしくな、小樽」

「は、はい……」

　真っ赤な顔で思わず鼻血を出しながら、うなずく小樽であった。

　その背後で、ライムとチェリーがぷうとふくれていた。




　ブラッドベリーが飛び出した仁王像の中にもやはりあのカプセルはあった。

　そして、その液えき晶しよう部ぶには、こう文字が浮かび上がっていた。
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「ほら、しっかりお飲み」

　小お樽たるはその赤い髪かみの美女のオッパイをチュウチュウと吸っていた。

　美女のオッパイは、はちきれんばかりの大きさで、小樽はその片方の乳ち首くびを口に含ふくんでいる。

（なんだろうな、こうしていると心が落ち着く……）

　オッパイのやわらかな弾だん力りよくに浸ひたりながら、小樽は至し福ふくの感覚を味わっていた。

　昔々の大昔に同じようなことをしていた記き憶おくが──遺い伝でん子しの記憶があった。

（でも、なんでこんなことをしてたんだろ）

　そんなことを思いながらも、オッパイを吸う行こう為いは止まらない。それは至し極ごく神聖なことのはずだからだ。

「おいしいかい？」

　やさしい瞳ひとみの美女の問いかけに、小樽の口から飛び出した言葉は──

「おいしいでちゅ」

（ありゃりゃ、オレ、なんて言葉遣づかいしてるんだ？）

　だが、小樽の言葉は直らない。

「ボク、とっても満足でちゅ。もっともっとオッパイ欲しいでちゅ」

「まったく、この子は甘あまえん坊ぼうだねぇ」

　美女はニッと笑うと、そのまま小樽の上に乗って、その大きな胸を小樽の顔に押おしつけてきた。

「ほら、好きなだけさわっていいよ、小樽」

「うわ～っ、幸せでちゅ！　うれしいでちゅ！　満足でちゅ！　でも……苦しいでちゅ～」

　巨大な胸に圧あつ迫ぱくされ、息ができなくなった小樽は、そのままジタバタ手足をバタつかせた──
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「のわぁぁぁぁぁぁぁ……」

　城のあてがわれた部屋で、小樽は苦しそうに手足をバタつかせていた。

　目を開けると、赤い髪の美女、いやいや赤い髪の美マリオネット──ブラッドベリーの身体からだが小樽の上に乗って、胸で小樽の顔を圧迫している。

　それで小樽は呼吸困難に陥おちいっていたのだ。

「ん……おや、小樽、ごめん、ごめん」

　小樽のバタつきに目を覚ましたブラッドベリーが状じよう況きようを把は握あくして、慌あわてて身体を横にどかした。

「ふぅ……」

　ようやくまともに息ができるようになって、小樽は大きくタメ息をついた。

　その耳元にブラッドベリーが話しかけてくる。

「よく眠れたかい、小樽」

「あ、うん」

　すぐ横にブラッドベリーの顔がある。しかも、ほとんど息がかかるかかからないかぐらいの位置に──

　そう意識したとき、小樽の胸の鼓こ動どうがどんどん速くなっていく。




　ドキ、ドキ、ドキ、ドキ、ドキ……




　しかし、もう小樽は自分のことをごまかしたりしなかった。

（やっぱりオレ、マリオネットのことが好きみたいだ……）

　特にこの三人──ライム、チェリー、ブラッドベリーのことが。

　小樽はそっと横を見た。

　布ふ団とんがズラッと敷しいてあって、小樽の右側にはチェリーとライムが寝ている。チェリーは上品そうにスヤスヤと、ライムは豪ごう快かいに大の字で安眠を貪むさぼっている。小樽の左側にはブラッドベリーが。ついでに、ブラッドベリーのさらに向こうには花形が寝ていたのだが、小樽はこれをあえて無視していた。

（ライムもチェリーもブラッドベリーもみんなそれぞれ魅み力りよく的だよなぁ……。でも……やっぱり機械なんだ）

　なにかもの悲しくなって、小樽はふたたび大きくタメ息をついた。

　そこへ──




　フッ……




「うわっ！」

　いきなり左耳に熱い息をかけられる。

　ブラッドベリーだ。

「どうしたんだい、小樽、タメ息なんかついちゃって」

「べ、べ、別に……」




　ドキ、ドキ、ドキ、ドキ、ドキ、ドキ、ドキ、ドキ、ドキ……




　小樽の胸の鼓動はますます速くなっていた。

　それを知ってか知らずか、ブラッドベリーはますます唇くちびるを耳元に近づけてくる。同時にかのグレートなお胸が小樽の肩を刺し激げきしてきて、小樽は腕を動かすこともできず、身体をカチンカチンに硬かたくした。

「ねえ、小樽、あんたまだ童どう貞てい？」

「ど、ドーテー？　そ、それって……」

「そっか。あんたは……今の時代の人間はもうわからないんだっけ。昔、まだ人類が地テ球ラにいて、男と女が暮くらしていたとき、まだ女と交わったことのない男のことを童貞って言ったのさ」

「つ、つまり、初体験前ってことだね」

　小樽の認識の中にも、「初体験」というのはあった。ただし、この世界の場合、相手は男になってしまうが。

　ブラッドベリーはニッと笑って小樽の耳をカプッと嚙かんだ。

「わっ！」

「興こう奮ふんする？」

「あ、いや、その……」

「うふふ。そうだよね。ここには女はいないんだものね。いるのは男とマリオネットだけ」

　ブラッドベリーの手が伸のびて、小樽の顔を自分のほうに向ける。

　小樽は頭に血が上のぼり、自分がなにをやっているかすらおぼつかなくなってきた。

「あのさ、ブラッドベリー……」

　なんとか話を別の方向に持っていこうとするが、ブラッドベリーの悩ましげな瞳ひとみの前にそれも無む駄だな努力と終わってしまう。

「小樽……あたしたち、〝乙女おとめ回路〟を持ったマリオネットはねぇ、本物の女と寸すん分ぶん違たがわずに作られているんだよ」

「えっ、えっ？」

「だから当然、ア・ソ・コも……」

「いぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ？」

「したい？」

「な、な、なにを!?」

「ナニ」




　ドッ、ドッ、ドッ、ドッ、ドッ……




　小樽の胸はすでに弾はじけんばかりの速さで動いていた。

　頭に上のぼった血は、もう沸ふつ騰とう寸前だ。

　ブラッドベリーの手がベルトに伸のびる。

「小樽……」

　ゆっくりと唇くちびるが近づいてきた──そのとき！





「いいかげんにしてくださぁぁぁぁぁぁい！」

「そのとおおおおおおおおおおおおおりっ！」

「ブラッドベリーずるぅぅぅぅぅぅいっ！」






　三つの怒ど声せいが響ひびきわたる。

　見れば、寝ていたはずのチェリーと花形とライムが、小樽とブラッドベリーを取り囲んでいた。

　チェリーがブラッドベリーから小樽を奪うばい取って叫さけぶ。

「ブラッドベリー、あなた、マスターになんてことを！　不ふ潔けつよ、不潔！　マスターにはもっと上品で健全なお付き合いが似に合あってるわ！」

　だが、そのチェリーから今度は花形が小樽を奪って抱だきしめる。

「ええい、離はなれろ、機械人形ども！　小樽クンをおまえらの魔ま手しゆに捕とらえさせてたまるか！　小樽クンは人間なのだ！　安心してくれ、小樽クン！　ボクがいるかぎり、キミを必ずこの悪魔の機械どもから守ってみせる！」

　その花形から今度はライムが小樽を奪い取った。

「ずるい、ずるい！　ボクだって小樽と唇のすいっこするの！　ね、小樽、ね、ね！」

　ブルンブルンとライムに肩を揺ゆすられ、いまだ動転している小樽はわけがわからずうなずいてしまう。

「あ、ああ……」

「やったぁ！　小樽、チュウーッ！」




　ブチュッ♡




「ああっ！」

　ほとんどどさくさまぎれに、ライムが小樽にキスをして、それが混乱と対立にますます拍はく車しやをかけた。

「ライム、なんてことを！」

「お、小樽クンが！　ボクの小樽クンが！」

「やっておくれじゃない、このガキが！」

　後はそれぞれ自己主張の世界だ。

　ブラッドベリーがケンカ腰で叫ぶ。

「ガキども、下がっておいで！　小樽はねぇ、あたしが立りつ派ぱな男にしてやるんだからね！　大おと人なになるためのすべてを教えるのはこのあたし！」

　チェリーも負けていない。

「なに言ってるんです！　マスターをあなたみたいなインランにまかせられるものですか。マスターに合うのは、もっと清純で、やさしくて、かわいらしくて……」

「はんっ、胸のないマリオネットに用はないよ！」

「キーッ、気にしていることを！　あんたみたいにただおっきいだけじゃ、牛のほうがミルクがでるだけましじゃない！」

「なんだって、このクサレマリオネット！」

「なによ、やる気！」

　気け色しきばってにらみ合う二人の間に、今度はライムが乱入する。

「小樽はボクの、ボクの、ボクの！　だれがなんと言おうとボクのなんだもん！」

「あんたみたいなわけのわからないのが一番腹が立つ！」

「そうよ、マスターの唇を簡単に奪うばっちゃって！」

「いいんだもん、だって小樽はボクのだもん！」

「小樽はあたしんだよ！」

「マスターに選ばれたのは私です！」

　三人の対立が頂点に達したとき、満まんを持じしていたように花形がおどり込んだ。

「うわっはははははははははははははっ！　機械ども、いいかげんにあきらめろ！　天地創そう造ぞうのころから、人は人とつき合うものと決まっているのだ！　したがって、小樽クンは、小樽クンを大宇宙でもっとも愛する、このボクのものだっ！　ああっ、小樽クン！　キミのためなら、ボクは死ねる……！」

　このときばかりは三人のマリオネットは声をそろえて、

「勝手に死ねッ！」

　ハチャメチャにこんがらかった対立は、ついには小樽をも巻き込んだ。

　ライムが元気よく小樽に言う。

「ね、小樽！　小樽はボクのことが好きだよね」

「あ、ああ」

　チェリーが、少女マンガ真っ青のキラキラおメメで迫せまる。

「マスター……マスターは清純で健全なお付き合いがいいですわよね。喫きつ茶さ店てんで一つのジュースを二つのストローで二人で飲んだり、晴れた日にはピクニックに行ったり」

「う、うん……」

　ブラッドベリーは色っぽいポーズで小樽にしなだれかかった。

「小樽～、やっぱり、オッパイが大きくて、大だい胆たんなほうがいいだろ。あたしだったら、小樽、なんだってやらせてあげるよ。うふん♡」

「そ、そうだね」

　最後は花形だ。

「小樽クン、やっぱり男同士が最高だぞ！　男、男、男！　あー、美しい！」

「やだっ」

　四人はガチッと小樽を囲むと、だれを選ぶのとばかり、いっせいに迫った。

「小樽！」

「マスター！」

「小樽ぅ！」

「小樽クン！」

「あ、え、う、お……」

　だが──




「おのれら、いいかげんにしんしゃい！」




　怒ど声せいがその場の全員の動きを止めた。

「この一大事になにをやっとるか！　上様は重体なのですぞっ！」

　怒ど鳴なり込んできた大おお江え久く保ぼ彦ひこ左ざ衛え門もんの言葉で、騒そう動どうはようやく収まったのだった。
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　二度の将軍襲しゆう撃げきは、幕ばく府ふ──ジャポネス政府のことで、一いつ般ぱんにはこう呼ばれている──を神経過か敏びんにし、病室での将軍面会を重臣といえどもほとんど断るという徹てつ底てい的に厳げん重じゆうな警けい戒かいがとられるようになっていた。

　そんな中で小樽とその仲間たちは、将軍の命を二度も救った功労者として、その極きわめて稀まれな例外者に指定されていた。

「将軍様……」

　心配そうに小樽たちが見守る中、将軍家いえ安やすは生命維い持じカプセルで眠っていた。

　治ち療りようのため、薬で無理矢理眠らされているのだ。

　それほど家安のケガは重いものだった。

「大だい丈じよう夫ぶなのか、将軍様は？」

　小樽の問いかけに、小樽たちを案内してきた彦左衛門が答える。

「一応、医者の話では命は助かるということだ。だが、しばらくは上様のお身体からだを動かせぬ」

「でもよかったじゃん。将軍様の命が無ぶ事じでさ」

「それがそうよかったと喜んでばかりはいられんのだよ」

「なんで？」

　不思議がる小樽たちを彦左衛門は少し離はなれた評ひよう定じようの間ま（会議室）に連れていった。




「……であるからして、拙せつ者しやが思うに、ここはやはりろう城しかござらぬ！」

「あいや、待たれい！　ろう城とは援えん軍ぐんのあてがあって初めてできるもの！　他の都市で援軍を申し出たところは一つもござらぬ！　援軍のないろう城など自じ滅めつに等しい！　討うって出るのがよろしかろう！」

「しかし、勝てるか？　あのゲルマニアの無敵機き甲こう兵団に！　我が国よりもはるかに軍備の充じゆう実じつしていたあのペテルブルクをわずか三日で陥かん落らくさせたのでござるぞ！　おそるべきは〝赤毛レーテス・ハール〟ども！」

「そのとおり！　我が国の主力セイバー『桜おう花か』では防ぎきれぬ！　となればここはやはり守りを固め、ろう城するしか……」

「ならぬといったらならぬ！　それは自殺行こう為いだ！」

「ろう城しかござりませぬ！　ろう城です！　ろう城！　拙者、一両かけてもいいでござるぞ！」

「討って出るのが正解じゃ！　それがしは二両かけるぞ！」

「ろう城に二両！」

「討って出るに一両二分！」

　──こんな感じで評定は完全に紛ふん糾きゆうしていた。

　どちらも決定的な意見に欠け、ついには賭かけの対象になるほどだ。

「なんだ、これは……!?」

　しばらく扉とびらの隙すき間まからのぞき見ていた花形がガックリした顔で彦左衛門のほうを向いた。

　彦左衛門はムスッと口をへの字に曲げている。

「これが実情よ、我が国のな」

「はあ!?」

「上様がいらっしゃらなければ物事一つ満足に決めることができん。ましてや、我が国の運命を左右する大切な戦いくさ……もう丸一日以上、あの調子だ。こういうのをはるか太たい古この故事で〝オダワラ評定〟という」

「なに、それ？」

「よくは知らんが、はるか太古、オダワラという城で戦の会議があったとき、名物のうめぼしがあまりにおいしすぎて、みんながお茶ちや漬づけをおかわりし、会議が長引いて結局何も決まらなかった、という故事にちなんだ言葉だそうだ」

「……なんかうさんくさい感じ」

　花形と彦左衛門がそんな話をしている間も、小樽はじっと評定をのぞいていた。

　評定を見守る小樽の表情は真しん剣けんそのもので、ときどき握にぎり拳こぶしを作り、ブルブルと震ふるわせたりしている。

「どったの、小樽？」

　ライムが不思議そうに聞くと、小樽は「ううううっ」とうなりながら早口でまくしたてた。

「オレァ、ジャポネスッ子でぃ！　こういう優ゆう柔じゆう不ふ断だんなのを見てるとイライラしてくるんだよッ！　ったく、はっきりしろよ、はっきり！」

「マスター、落ち着いてください」

　チェリーの言葉もあまり効果はなかった。

「え～いっ！」

　ついに小樽はキレたように一声叫さけぶと、評定の間のドアを蹴け破やぶって飛び込んだ。

「やいやいやい、てめえらいいかげんにしやがれっ！」

　突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者しやの声に、集まった重臣たちは驚おどろいたようにそちらを見た。

　小樽は、いつもより激はげしいべらんめえ調で、一気にまくしたてた。

「将軍様が重体で、お国が大変なときだってぇのに、てめえらのその態度はなんだ？　賭けなんかやってないで、もっと真ま面じ目めにやりやがれっ！　おめえらの決定にこのジャポネスの未来がかかってんだぜ！　ふんどし締しめなおして、シャキッと決めろ！」

　小樽の威い勢せいのいいモノの言いように、しばらくあっけにとられていた重臣たちだったが、やがて「あれはだれだ」と尋たずね合う声が聞こえだした。

　どこからか、

「あの少年こそ、二度にわたって上様を救った間ま宮みや小樽殿どのだ！」

　という声があがる。

　その説明が一人一人回るうちに尾お鰭ひれがついた。

「拙せつ者しやが聞いたところによると、小樽殿は無敵のマリオネットを三体所有しておられるとか」

「いやいや、小樽殿の配はい下かにおられる超ちようセイバーは一個大隊ほどだとか」

「拙者も聞きおよんでおりまする。実は小樽殿が、上様が密ひそかに設立なされた秘密部隊〝新しん風ふう魔ま〟の闇やみ司し令れいとのことを！」

　──などと、重臣たちの間を一回りした後の小樽の評判は荒こう唐とう無む稽けいもはなはだしかった。

　そして彼らは、このジャポネス始まって以来の危機を、目の前にいた少年にすべてまかせることで回かい避ひしようとしたのだ。

「そういうわけで、小樽殿、貴き殿でんは特別攻撃隊の指し揮きをして、ゲルマニアに潜せん入にゆうし、軍務省の作戦コンピュータを破は壊かいしてもらいたい」

「ちょっと待てっ！　いきなりなんなんだ！　オレァ、ただの市民であって軍人じゃ……」

「それは大だい丈じよう夫ぶ。たった今、小樽殿をジャポネス陸軍特とく殊しゆ旅団司令官の侍さむらい大だい将しように任命する旨むねを幕ばく府ふとして正式に交付した。千せん石ごく取どりの旗はた本もとぞ！」

「こらっ、そんなこと勝手に……！」

「小樽殿、もはやそなたしかおらぬのじゃ！　我らがろう城して必死に耐たえているうちに、そなたが作戦コンピュータを破壊する。ほとんどの敵セイバーはこれで沈ちん黙もくし、ジャポネスは救われるというわけじゃよ！」

「あのなぁ……」

「いや、これはもう小樽殿しかできぬ！」

「そうとも、小樽殿ならやれるっ！」

「小樽殿、見み事ごと任務成功の暁あかつきには、貴殿はジャポネスの英えい雄ゆうじゃ！」

「街まちのあらゆる所にそこもとの銅どう像ぞうが建てられ、そこもとは社会科の教科書に載のって、子供たちの永遠の憧あこがれになることじゃろう！」

「そ、そうかなぁ……」

　重臣たちの勝手な言いぐさに最初はあきれ、怒っていた小樽であったが、重臣たちの言葉が小樽を褒ほめ称たたえる方向に行くと、だんだんと表情がゆるんできた。

　小樽は実はおだてに弱かったのである。

　ブタもおだてりゃ木に登る──

「よぉし、わかった！　このオレにまかせなさいっ！　必ずやジャポネスに勝利をもたらそうじゃねえか！」

「小樽殿、バンザ～イ！」

　完全にその気になった小樽と、それをはやし立てる重臣たちを見て、チェリーはふうと大きくタメ息をついた。

　ブラッドベリーは「困ったねぇ」といった表情をし、ライムに至っては、よく事情が飲み込めていないらしく、キャッキャッと喜んでいる。

　口をアングリ開けた花形が呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

「小樽クン……キミ、意外とバカだったんだねぇ……。でも、ボクはキミのそんなところも好きさ」




　ドカッ！




「むぎゅっ……」

　ライム、チェリー、ブラッドベリーのパンチが花形の後頭部に決まり、花形は顔から畳たたみに突っ込んだ。




　　　　４




　小樽、ライム、チェリー、ブラッドベリー、そして花形の五人は地下の空くう洞どうをゲルマニアに向けて進んでいた。

「あっれぇ……なんでこんなことになっちまったのかな……」

　釈しやく然ぜんとしない様よう子すで小樽が腕組みしながら言った。

　ったく、もっと早く気づけよ！

　ノせられた小樽が悪い。

「それにしても花形、なんでおまえまで来たんだ？」

「なに言ってるんだ、小樽クン！　これも愛だよ！　キミに対する愛！」

「はいはい……足手まといにならないようにな」

「……小樽クンのいけず」

　真っ暗な道のため、一いつ行こうはいずれも赤外線の懐かい中ちゆう電灯を手にしていた。マリオネットたちは赤外線アイの機能を使えば、これで赤外線のとどく範はん囲いならまぶしいほどはっきりとあたりが見えたし、小樽と花形は赤外線スコープをかけてそれに近い状態を作り出していた。

　ここまで乗ってきた無音カーは三〇分前に乗り捨ててある。

　チェリーの計算では、もう一五分も歩けばゲルマニアの真下にたどりつけるはずだった。




　テラツーは空洞が何段にも断層のように存在する、階かい層そう惑わく星せいである。

　人間が利用できるのは、そのうちの光のとどく浅い階層だけで、都市はもちろん最上の階層──地上に建設されていた。

　地下の階層はほとんど無限ではないかと思えるほど連つらなっており、たとえ都市の周辺といえどもそのすべてを把は握あくし管理するのは不可能だった。

　したがって、防備厳げん重じゆうなゲルマニアといえども小樽たちのように接近することが可能なのだ。

　ただし、さすがに地上から浅い階層はすべて把握されているため、その突とつ破ぱはどの都市でも並なみ大たい抵ていのことではないが。

　ちなみに小樽たちが考えた浅い階層の突破作戦はただ一つ──〝強行突破〟であった。

　この階層に代表されるように、テラツーの自然は地球とは大きく異なっている。

　階層と並んでテラツーを特とく徴ちようづけるもう一つの自然現象は『プラズマ雲』だ。

　放電を繰くり返す雲がほとんど毎日のように発生し、飛行物や高層建築物に向かって高電圧の電流を放はなってくるのだ。

　これがため、テラツーでは飛行機や気球、ヘリコプターなどのあらゆる飛行物体がなかった。そのかわり、たとえば都市国家の一つ、ロマーナなどでは階層同士を結ぶケーブルカーなどが非常に発達していた。




「うわっ！」

　マリオネットほどあたりがよく見えていなかった小樽が、窪くぼ地ちに足をとられてひっくり返りそうになる。

「マスター！」

　すぐ横にいたチェリーがとっさに支えようとするが、勢いのついた小樽に押され、その場に一いつ緒しよに転んでしまった。




　ドテッ！




「うわっ！」

「きゃっ！」

　派は手でに転がった二人だったが、地面の上でちょうど小樽がチェリーを押し倒たおすような格かつ好こうになった。

「あ、マスター……暗いからってそんな、いきなり……」

「ち、違ちがう、違う！」

「でもいいんです。私のデータの中にも、女の子なら必ず通る道だってありますし……私だって、ホントのこと言うと興きよう味みあったんです」

「だから、チェリー……」













　暗いということがどうやらチェリーを大だい胆たんに、しかもその気にさせていたようだった。

「こらっ、チェリー、なにやってんだい！」

「あ～ん、小樽、どこ？」

「お、小樽クン！　どこ行ったんだ？」

　小樽とチェリーの姿を見失った三人が口々に叫さけぶが、もうチェリーには聞こえていない。

「初めての人がマスターでよかった……」

「あのねぇ……」

「でも、わがまま言っちゃうと、できれば最初はやわらかな布ふ団とんの上が……あら、ここもやわらかい」

「えっ？」

　そのときになって初めてチェリーも小樽も地面がやたらとやわらかいことに気づいた。

　しかも耳をすますと──




　チュウ……チュウ……チュウ……




　──などという鳴き声が無数に聞こえてくる。

　二人はおそるおそる地面を凝ぎよう視しした。

　地面を隙すき間まなくびっしりと、手足が退たい化かしてほとんど毛玉みたいになった『暗くら闇やみネズミ』が覆おおっていたのだ。

「ぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　チェリーの悲鳴が大だい音おん響きようとなってあたりを揺ゆるがした。




　　　　５




「あ……ファウスト様……私の計算では……ちょうど今ごろ……ああん……彼らがこのゲルマニアの地下に到とう達たつしたところです……ああっ」

　ルクスが息も絶え絶えに、必死になって言った。

　彼女は当然のごとく素すっ裸ばだかだ。




　ちゃぷ……




　一辺が数十メートルはあろうかという巨大なバスタブに、彼女と彼女の主人はゆったりとつかっていた。

「ふむ……」

　さして興きよう味みなさそうにファウストはつぶやいた。

「ティーゲルとパンターはどうした？」

「セイバーを二個小隊率ひきいていきました……あ、いい……」

　先ほどからずっとファウストの手はルクスの身体からだをもてあそんでいる。ルクスは何度も湯の中に沈められ、ファウストの思うがままのポーズをとらされていた。

「それで、ジャポネスのほうは？」

「あっ……ペテルブルクに侵しん攻こうした一五個兵団のうち、二個兵団が占せん領りよう部隊として残り……ああっ、ファウスト様ァ……」

「報告を続けろ！」

　ファウストはわざとルクスの身体を刺し激げきし、それでいてしっかりとした口く調ちようでモノをしゃべることを強要するのだ。

　これもある種の拷ごう問もんであった。

「じ、一三個兵団がジャポネスに……うっ……し、侵攻。まもなく包ほう囲いを完了するでしょう……」

「予定通りか。いつまでもつかな」

　ファウストの口くち許もとに、弱者をいたぶる歓よろこびに浸ひたった、残ざん忍にんな微笑ほほえみが浮うかんでいた。




　ざぱぁ……




　ファウストがゆっくり湯船から立ち上がった。

　そこにルクスがすがりつく。

「ああっ……ファウスト様、お情けを」

「黙だまれ」

　ファウストの手はルクスの頭を思いっきり湯船の中に突っ込んだのだった。




　　　　６




　ようやく落ち着いた様よう子すでチェリーが小樽に言った。

「マスター、もう赤外線スコープをはずしてよろしいですわ」

　あの後が大変だった。

　チェリーはパニックになるわ、ライムとブラッドベリーも気持ち悪がって、小樽を抱かかえて一気に走り出すわ──一人取り残された花形はみじめなもの──

「お～い、待ってくれ～っ！　どわっ！」

　慌あわてて追いかけてきたが、あまりあたりがよく見えないので、あちこちぶつかりまくったり転んだりして、服などはもうボロボロだ。

　不思議に顔だけは傷一つ負っていなかった。

「なんでだ？」

「フフフ……美形の復元力のなせる技わざさ！」

　こればっかりはほめてもいい。

　ともかく、光のとどく階層にたどりついて、パニックはやっと収まったのだった。

（まったく人間に近すぎるっていうのもこういうときは不便だなぁ……）

　ふとそんなことを思った小樽だったが、同時にもう一つのことも思っていた。

（だけど、あんなふうにネズミをいやがるようなしぐさがオレをドキドキさせるんだろうなぁ……）

「これからどうするの、小樽？」

「わあっ！」

　いきなりライムに顔をのぞき込まれ、小樽の心臓は飛び出しそうになった。自分の考えていたことをのぞかれたように錯さつ覚かくし、カーッと顔が赤くなる。

「あっ、小樽、顔真っ赤になってる！　なんで、なんで？」

「え、いや……」

「ったく、いちいち腹の立つことをおしだね、この娘は！」

　ブラッドベリーが小樽からライムを引っぱがした。

「まったくよ！」

　チェリーがプンプン怒りながら懐ふところから地図を取り出して地面に広げる。

「これはゲルマニア中心部の地図です。私たちが向かう軍務省はここ。本当は陽動作戦かなにかをしたいんですけど、この人数では……。そういうわけで、正面から堂々と乗り込みます！」

「大だい丈じよう夫ぶかな、それで？」

「もともと成功率はすごく低いんですよ、この作戦。だから、失敗したらすぐ逃にげちゃいましょう。大丈夫、退たい路ろのほうは完かん璧ぺきに確保しますから」

「あ、そう……」

「えっと、それで……あっ！」

　突とつ然ぜん、チェリーが声をあげて、目を閉じた。

「どうした？」

　小樽の声が終わるか終わらないうちに──




　ドカンッ！　ドカッ！　ドガガガガガッ！




　小樽たちのまわりでいきなり爆ばく発はつが起こった。

「のわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「きゃぁっ！」

　どうやら近きん距きよ離りからの砲ほう撃げきだ。

　爆発が一区切りついてチェリーが言った。

「マスター、敵てき襲しゆうですっ！」

「言うのが遅おそいんだよっ！」

　ブラッドベリーが忌いま々いましそうに叫さけんだ。

「ごめんなさい。さっきのネズミ騒そう動どうでちょっと感覚がイカレてて……」

　爆ばく煙えんの向こうから声がする。

「オッホホホホホホ……よくここまで来たわね」

　その声を耳にするのは初めてではない。

「ファウストのセクサドールズか！」

　煙が晴れたとき、現れたのはティーゲルとパンターだった。

　その少し後ろには数十体の赤い髪かみのセイバーが続いている。ゲルマニアの誇ほこる正規セイバー『クリーガァⅡ』に間ま違ちがいない。

「また会ったわね、坊ぼうや」

「おまえたちの動きをよむなんざ簡単なことだぜ！」

　なにか言おうとした小樽を制し、ブラッドベリーが前に出て、パンッと手を叩たたき合わせた。

「ったく、しつこい女はきらわれるよ」

　ティーゲルが笑みを浮かべたまま言った。

「そういえば自じ己こ紹しよう介かいがまだだったな。我が名はティーゲル！」

「ゲルマニアの虎とらさんか。どうしても決着つけたいらしいわね」

「同じ乙女おとめ回路を持つマリオネットとして、どちらが上か証明してやるっ！」

　ティーゲルが一気にダッシュし、ブラッドベリーと激げき突とつした。




　ガシッ！




　ティーゲルの鋭するどい手しゆ刀とうをブラッドベリーは大きく顔をのけぞらせて防いでいた。

　そのまま反動をつけて、ティーゲルのアゴめがけて蹴けり上げる。

　それを左手の甲で受け止めると、ティーゲルは回し蹴りを放はなった。

　ブラッドベリーのほうは腕を十字にしてそれを防ぐ。

　一いつ進しん一いつ退たいの攻こう防ぼうに、思わずライムが飛び出した。

「ブラッドベリー！」

　だが──




　ドゴォォォッ！




　ライムは横から蹴りの一いち撃げきを受けて、大きく地面に飛ばされる。

「きゃん！」

「おまえの相手はあたしだぜ！」

　パンターが隻せき眼がんでニヤリとライムを見た。

　ブラッドベリー対ティーゲル、ライム対パンターの攻防が続く中、小樽は先ほどのティーゲルの言葉を愕がく然ぜんと思い返していた。

（同じ乙女回路を持つ……!?）

　あの敵の恐おそるべきマリオネットもライムたちと同じだというのだ。

　しかし、小樽が愕然となっていられた時間は短かった。

「マスター、こっち！」

〝赤毛〟の部隊が小樽たちを狙ねらって行動を開始したのだ。

〝赤毛〟たちは手にした無反動砲を乱射し、一直線に迫せまってくる。

「ど、どうする!?　三〇体はいるぞ！」

　花形が情けない声で叫んだ。

「大だい丈じよう夫ぶです。私の言うとおり行動してください！」




　ドゴォォォォン！　ドガァッ！　ドガッ！




　チェリーは巧たくみに相手の死角となる位置に移動した。

〝赤毛〟たちはすぐに向きを変えて無反動砲を撃うつが、それはだいたい岩の壁かべや柱を崩くずすだけだ。

　それから一五分以上、小樽たちは逃にげ回っていた。それも〝赤毛〟の部隊を中心に、まるで円を描えがくかのように。

「お、小樽クン……ボクはもうだめだ……」

「オ、オレも……」

　ハァハァと荒あらい息で、小樽と花形はへたばりかけた。一五分、全力疾しつ走そうを続けていればこうなるのも当然といえる。

「マスター、次で最後です！」

　チェリーの言葉が萎なえかかった小樽をもう一度奮ふん起きさせた。

「はっ！」

　小樽たちは走った。そして、他のより一回り大きい岩の柱の後ろに飛び込む。




　ドガァァァァァァァァァァァァァッ！




　間かん髪はつ、間に合って〝赤毛〟たちの放った無反動砲の砲ほう弾だんは岩の柱を直撃した。

　次の瞬しゆん間かん──




　ゴォォォォォォォォォォォォォ……

　ドガッ！　ドゴォォォォォォォォン！




　けたたましい音がして、太い岩の柱がバラバラに崩れる。そして、それはこの階層の天てん井じよう岩いわの一部を支えている最大の柱だったのだ。




　ドガァァァァァァァァァァァァァッ！




　天井の岩がん盤ばんの一部が崩れ落ち、それは見み事ごとにすべての〝赤毛〟を押しつぶした。

　相手の無反動砲で天井岩の補助的な支えのすべてを失わせ、最後に最大の支柱を破は壊かいさせて、天井岩を落下させる──

「すべては計算通りです！」

　得意げなチェリーだったが、たった一つ計算違ちがいがあった。

　崩れた岩盤が地面の岩盤をめくり上げ、そこから暗くら闇やみネズミが飛び出してきたのだ。

「ぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　チェリーがパニックに陥おちいって悲鳴をあげた。

　そこへ、もう一つ悲鳴が響ひびいてきた。

「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　驚いて振ふり向いた小樽の瞳ひとみに、パンターにアゴをつかまれ、片手でネックハングの形に持ち上げられたライムの姿が飛び込んできた。

「ううっ！」

「ふははははは……経験が足りないぜ、ガキが！　今、首をへし折ってやるっ！」

　パンターが残ざん忍にんな笑みを浮かべて言う。

「ライム！」

　助けに入ろうとしたブラッドベリーはティーゲルに邪じや魔まされて向かえない。

　チェリーはパニックから立ち直っておらず、助けに入るのは不可能だ。




　ミシ……ミシ……




「ああっ！」

　ライムの顔が苦しみにゆがむ。

「ライム！」

　小樽は思わず身を乗り出した。

（なにかないか!?　ライムを助ける手はなにか？）

　そのとき思い出されたのはあのティーゲルの言葉だ。

『同じ乙女おとめ回路を持った』──

（乙女回路を持っているのなら、ひょっとして……）

　小樽は地面をのそのそ歩いていた暗闇ネズミを捕つかまえると、パンターの顔めがけて投げつけた。

「これでもくらえ！」

「なんだ……ん？　ぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　パンターが悲鳴をあげ、ライムを放り出した。

「ほら、ほら、ほらっ！」

　同じく、ティーゲルにも速そく射しや砲ほうのように暗闇ネズミをぶつける。

「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！　ネズミ、嫌きらい！」

　大量のネズミの襲しゆう撃げきに、パニックに陥おちいったパンターとティーゲルは悲鳴をあげて逃とう走そうした。

（乙女回路に助けられた……）

　小樽は大きく安あん堵どのタメ息をついた。

　ただ、その後が問題だった。

「ぎゃぁぁぁっ、ネズミ！」

「ネズミ、嫌い！」

　暗闇ネズミは敵だけでなく、ライムやブラッドベリーまでパニックに陥おとしいれたからである。

「あらら……でも、なんか、こういうのもかわいいよな」

　走り回る三人のマリオネットを見て、思わず微笑ほほえむ小樽だった。
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　　　　１




　ピシッ！　パシッ！　ピシィィィィッ！




「あうっ！」

「ああっ！」

「あぁぁ……」

　ムチの音が響ひびき、あえぎとも悲鳴ともつかない声が三つ発せられた。

　白い裸ら体たいが真っ赤な絨じゆう毯たんの上に転がる。

　ティーゲル、ルクス、パンターだった。

　三人ともハダカで首には黒い首輪をつけられている。

　彼女たちの前に立った軍服の独どく裁さい者しやは、手にした乗馬用のムチをふたたび振ふり下ろした。




　ピシィィッ！













　鋭するどい音がティーゲルの身体からだから発せられる。

「ああっ……」

　歓かん喜きと苦痛を半々に感じて、ティーゲルが大きくのけぞった。

　そんなティーゲルの姿をファウストは、怒いかりの感情に覆おおわれた怜れい悧りな瞳ひとみでとらえていた。

「お許しを……ファウスト様……」

　ティーゲルが髪かみを乱してうめくように言った。

　見み事ごとなまでの肉体と、プライドの高そうな端たん正せいな顔。それに対して浮かんでいる表情は恍こう惚こつと脅おびえ。

　マリオネットにまるで興きよう味みのない男ですら、そそられずにはいられない蠱こ惑わくの香かおりを彼女は放はなっていた。

　しかし、それもファウストの心を完全にとらえるには力不足であった。

「フン」

　ファウストは冷たい視線をティーゲルに浴あびせると、冷え冷えとした声で言った。

「私は無能な者は好かぬ」

　ファウストの手が、腕時計のスイッチをさわると、三人のセクサドールズの首から首輪がパチンとはずれた。

「ファウスト様!?」

　驚きよう愕がくした三人に、ファウストは軽けい蔑べつしきった口く調ちようで言った。

「無能なマリオネットども。もはやおまえたちなど、私の奴ど隷れいとしておくのも腹立たしい。どこへなりと好きなところに行くがよい！」

　踵きびすを返して出て行こうとするファウストの背にティーゲルがすがりついた。

「ファウスト様、お待ちくださいませ！」




　パシィッ！




「ああっ！」

　ティーゲルは強く頰ほおをはたかれ、床ゆかに崩くずれ落ちた。

「さわるな！」

「ファウスト様！」

　ルクスとパンターも悲痛な声で叫さけぶ。

「お願いです、ファウスト様！　あたしたちを捨てないでくださいませ！」

「ファウスト様に捨てられたら、あたしたちは生きていけません！」

　ティーゲルも負けじと叫ぶ。

「どんなご奉ほう仕しもいたします！　いかなる罰ばつも、辱はずかしめも受けます！　ファウスト様！」

　機械人形である彼女たちをここまで狼ろう狽ばいさせるとは──これも〝乙女おとめ回路〟のなせる技わざであろうか。

「…………」

　ファウストはじっと三人を見み据すえた。

「おまえたち〝乙女回路〟を持つものは男を愛さなければ生きていけない。それもただ一人の男をだ！」

「はい……」

「私に捨てられたとき、それはおまえたちの死を意味する。わかったな」

「はい」

「なめろ！」

　ファウストの声に、三人はファウストの靴くつを我先になめ始めた。




　ピチャピチャ……ピチャ……




　彼女たちの舌先から発せられる淫いん靡びな音に、ファウストはようやく満足げに笑みを浮かべたのだった。




　　　　２




　小お樽たるたちはなんとかゲルマニア市内に侵しん入にゆうしていた。

　あの地下での大おお騒そう動どうの後、下水道を通って、意外にすんなりと入り込めたのだ。

「真っ黒い以外、街まちん中はジャポネスとたいしてかわんないなぁ」

　小樽がキョロキョロと黒い建物の建ち並ならぶ街並みを見渡して言った。

　あと気がつくのはあちこちに掲かかげられたファウストの巨大な肖しよう像ぞう画がくらいであった。

「気をつけてください！　あの肖像画の目のところは監かん視しカメラになってます！」

「いっ!?」

「ゲルマニアは完全な管理社会です。国民もすべてファウストの監視の下もとに置かれているんですよ」

　チェリーの言葉を聞いた後、ふたたび小樽の目に映った黒い街並みは今までよりずっと不ぶ気き味みに見えた。

「……なんか大変な国だな」

「ジャポネスをこうしないためにも、マスター、急ぎましょう！」

「ああ！」

「で、どうするんだい？」

　ブラッドベリーの問いかけに、チェリーが例のごとく懐ふところからゲルマニア市街の地図を引っ張り出した。

「最初の作戦を変へん更こうします。敵にあたしと同じ能力の女がいるかぎり、ほとんど作戦は筒つつ抜ぬけです。ならば、成功率の低い作戦のほうが逆に敵の目をかいくぐる確率が高いと思います」

「なんかややっこしい……」

「ともかく、当初は困難と思われた陽動作戦を展開します！　ライムとブラッドベリーに市街で暴れてもらって、その間に私たちは軍務省に忍しのび込むん……」

「ちょっと待ったぁ！」

　チェリーの言葉が終わるか終わらないうちにブラッドベリーが大きな声を出した。

「な、なんですか？」

「あたしゃちょっと納なつ得とくいかないねぇ！　あたしらが囮おとりになるのはまだいいとしよう。でも、その間に小樽と一いつ緒しよに行動するのがチェリー、あんた一人っていうのが許せないねぇ！　あんた、作戦にかこつけて小樽と乳ちちくり合おうっていうんじゃないだろうね！」

「な、な、なんてこと言うんですか！」

　チェリーが真っ赤になって怒ど鳴なった。

「赤くなってますます怪あやしい！」

「違ちがいます！　私は純じゆん粋すいに作戦を遂すい行こうしたいだけです！」

「ふん、どうだか!?」

「あ、あの、二人とも……」

　いがみ合う二人の間に小樽は割って入ろうとしたが、このときばかりは小樽の言葉も二人には聞こえないようだ。

「ともかく、あたしゃ、あんたに小樽をまかせることは不安だね！」

「ブラッドベリー、あなたねぇ、この作戦にジャポネスの運命がかかってるんですよ！　それを……不ふ謹きん慎しんじゃありません!?」

　それに対し、ブラッドベリーは驚きよう愕がくするようなことを言ってのけた。

「あたしゃ、ジャポネスなんかどうだっていいのさ！」

「なんてことを！」

「あたしにとって大切なのは小樽さ！　小樽がジャポネスを救いたいというからあたしはここまで来たけど、あたしにとってはジャポネスを救うこと以上に、変な女から小樽を守ることのほうがずっと重要さ！」

「だれが変な女ですって！」

「あんた以外にだれがいるっていうのさ！」

「キィィィィィィィィィィィィィィィィッ」

「なあ、小樽もそう思うだろ!?」

「違いますよね、マスター！」

　二人が小樽のほうを振ふり向いたときだった。

「いっ!?」

　二人のアゴがガクンと伸のび、啞あ然ぜんとした表情になる。

「小樽ぅ、チュッ、チュッ、チュッ！」

「ラ、ライム、ちょっと、あのね……」

　いつの間にかライムが小樽にせまって、キスの雨をふらしていたのだ。

「んぐっ……うぐっ……」

　最後はちゃんとマウス・トゥー・マウス。

「こらーっ、ライム、なにしてんだよ、あんたは！」

「ラ、ライム、マスターに！　不ふ潔けつ！　不潔よ！」

　怒いかりのブラッドベリーとチェリーに対して、ライムは小樽にくっついたままあっけらかんとした顔で言った。

「だって、ボク、小樽のこと好きだもん！」

「そういう問題じゃないだろっ！」

「そうです！　マスターを独ひとり占じめしないで！」

「小樽はボクの！」

「あたしんだよ！」

「マスターには私が一番ふさわしいんです！」

　三人の間でまたまた小樽の引っ張り合いが始まった。

「いてぇ！　いてぇ！　わぁぁぁっ、もういいかげんにしてくれぇ！」

　機械とはいえ、三人の美女に取り合いされるという、ここがもしまともな社会だったら、とてつもなくうらやましい環かん境きようにあることを小樽はもちろんわかっていない。

　まったく……。

　あれ？　花形の姿が見えない……と思ったら、このとき花形は三人のマリオネットに踏ふみつけられていた。一応、取り合いに参加しようとしたのだが、一言も発せられないまま真っ先に脱だつ落らくしたのだ。

　つくづくみじめな男……。




　　　　３




　ズガガァァァァァァァァァァァァァァン！




　爆発音が響ひびき、ジャポネスの主力セイバーである『桜おう花か』が吹き飛んだ。

　桜花は黒い髪かみに黒い瞳ひとみの純和風セイバーで、主武器は手に持った電でん磁じナギナタである。他に遠えん距きよ離り攻こう撃げき用の八〇ミリ砲──通称『種たね子が島しま』を持った鉄砲隊があったが、これはほとんど間接支し援えんを担当したにすぎない。

　セイバーの運動性は銃じゆう砲ほう関係の武器では捉とらえきれないほど発達していた。そのため、戦いの帰き趨すうはもっぱら格かく闘とう戦せんで決まる。

　強力な電気を発する『プラズマ雲』のため、航空兵力の存在しないここテラツーではまさにセイバーこそ戦争の花形兵器なのだ。

　そして、そのセイバーの中で、ゲルマニアの『クリーガァⅡ』──通称〝赤毛レーテス・ハール〟は最も強力で最も運動性能の優すぐれたセイバーだった。

　クリーガァ一体に対し、桜花は三体で立ち向かう。それでクリーガァを撃げき破はできるかというと、桜花三体のほうが破は壊かいされ、地に残ざん骸がいをさらすこともめずらしくなかった。それでも全体で見ればなんとか五ご分ぶの星を保つことができた。

　しかし、この戦法が使えるのはジャポネス軍の兵力が勝まさっている場合のみだ。

　ジャポネスに対する包ほう囲い網もうが完成しつつある今、そうした戦線はわずかになっていた。

「桜さくら田だ門もん戦線突とつ破ぱされました。門を閉じ、かろうじて城じよう壁へきでふせいでおります」

「大おお手て門もん方面も同じく！　突破されるのは時間の問題であります！」

　司令部に飛び込んでくるのは苦戦の報告ばかりで、侍さむらい大だい将しようたちは頭を抱かかえた。

「桜花の予備隊は？」

「もはや残っていません！」

「構わぬ、城の親しん衛えいセイバーも前線へつぎ込め！」

「しかし、それでは……！」

「どのみち市街へ突とつ入にゆうされたら負けなのだ！　なんとしても特とく殊しゆ工作部隊が任務を遂すい行こうするまでもたせるのだ！」

　この特殊工作部隊とは小樽たちのことだった。

　小樽がどこまで自覚しているかはともかく、祖国の運命は完全に小樽にゆだねられていたのだ。




　面会謝しや絶ぜつの将軍家いえ安やすの病室では、家安の絶対安静な状態が続いていた。

　傷は内臓まで達しており、この時代の医学をもってしても、助けるためにはかなりの時間が必要であった。

　ジャポネスは指導者抜きで戦争を遂行している。

　こういう場合、本来なら家安の新たなクローン──要するに後こう継けい者しやが事態に対処すればよいのだが、不思議なことに家安はいまだに後継者であるクローンの製造を許可していなかった。

　ジャポネスには次期将軍──〝世よ継つぎ〟がいない時代がもう何十年も続いていた。

　これは数年前から重臣たちの間ではゆゆしき問題とされており、それがここに至って一気に致ち命めい的な懸けん案あんと化してしまったのだ。

　将軍のそば近くで仕つかえる侍じ従じゆうの筆ひつ頭とうである大おお江え久く保ぼ彦ひこ左ざ衛え門もんは、家安が元気になったら真っ先にこの問題を解決しようと、眠っている家安を見つめながら心に決めていた。

　ただし、それもこの危機を脱だつしたらの話である。

「小樽殿、頼たのみますぞ……」

　彦左衛門は小声でつぶやいた。




　　　　４




　ゲルマニア市街はついさっきまで平へい穏おんだった。

　銀行家のハンス・オットー氏もその平穏を享きよう受じゆしている一人だ。

　オットー氏はその日、午後三時に銀行を閉めると、数体のマリオネットを連れて趣しゆ味みの骨こつ董とう屋やを回ってきたところだった。

　祖国の軍隊は連戦連勝を続けており、オットー氏の銀行はそれがもとで大いに繁はん盛じようしている。各都市の資産家たちが自分たちの財産を守るため、ゲルマニアの銀行へ資金を移しだしていたのだ。資産家、企き業ぎよう家かには愛国心以上に金への執しゆう着ちやくがあるようだった。

　オットー氏をこの日特に喜ばせていたのはもう一つあった。

　行きつけの骨董屋の一つで、ジャポネス建国当時に作られた壺つぼが見つかったのだ。

　車の中でオットー氏は自分の突き出た腹と同じくらいの大きさのその壺をしげしげと見つめながら言った。

「やはり、壺はジャポネスのものにかぎるな。あの都市の連中は実に手先が器用だ。ジャポネスが陥かん落らくするときには、ぜひ貴き重ちような壺を壊こわさないように〝赤毛〟たちが取り計らってくれるとよいのだがな」

　オットー氏は、祖国の指導者の能力と同じく、祖国の軍隊の強さを信じて疑っていなかった。

　オットー氏にとってジャポネス陥落は既き定ていの事実であり、その後、ジャポネス陥落に脅おびえた各都市からオットー氏の銀行にさらに資金が流れ込む予定であった。

「フフン……」

　オットー氏は無数の壺に囲まれた自分の姿を想像して笑みをもらした。

　しかし、オットー氏の午後の夢む想そうはそこで打ち破られることになる。




　ドゴォォォォォォォォォォォォォォン！




「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　突とつ然ぜん、爆ばく音おんが響ひびきわたり、オットー氏の乗っていた車は大きく横転した。

「う、うぐ……ああっ！」

　一いつ瞬しゆんのパニック状態から立ち直ったオットー氏が最初に気づいたのは、自分の目の前で無む惨ざんに割れた壺の姿だった。

「な、なんたることだ！」

　その後オットー氏は自分の身体からだが横になっていることを──いや、車自体が横になってしまったことをようやく理解した。

「なにが起こったのだ!?」

　最初に考えたことはテロだった。

　偉い大だいなる総そう統とうに不満を抱いだく一部の反乱分子の存在をオットー氏も耳にしたことがあったからだ。

　その不ふ逞ていの輩やからが行動に移った──

　だが、オットー氏がその突き出たおなかに苦労しながらやっとの思いで車の外に出たとき、飛び込んできたのは車を頭上に持ち上げる赤い髪かみのセイバーの姿だった。

「〝赤毛〟!?」

　オットー氏は、一いつ瞬しゆん、自国の誇ほこる最強セイバーが街を破は壊かいしているのかと思った。

　が、やがてそのセイバーが〝赤毛〟にしては胸が大きすぎること、さらには一風変わった服ふく装そうをしていることに気づいたことが、オットー氏の混乱に拍はく車しやをかけることになった。

「ありゃあジャポネスの服装だぞ！」

　驚きよう愕がくの声を発したオットー氏の不幸はまだまだ終わることはなかった。

　オットー氏のコレクションを破は損そんさせ、彼の優ゆう雅がな午後をぶち壊こわしたのはブラッドベリーだった。

「ったく、チェリーのヤツ、なんであんなにジャンケンが強いんだい！」

　どうやら、先ほどの小樽争そう奪だつ戦せん（とブラッドベリーは頑かたくなに信じているが、本当は作戦の成せい否ひ）はジャンケンで決着がつけられたらしかった。

「くそっ！」

　ぶつくさ言いながら、ブラッドベリーは持ち上げた車を近くのビルめがけて放り投げた。




　ドガシャァァァァァァァァァァァァン！




　ガラスが派は手でな音をたてて割れ、あたりは火の海と化した。

　太ったおじさん（ハンス・オットー氏）がヒーコラ言いながら逃にげ出していくのを横目で見ながら、ブラッドベリーは次の獲え物ものを物ぶつ色しよくする。

「よし、あれだ！」

　前方の道が放射状に交差した地点にある巨大な凱がい旋せん門もんを見て、ブラッドベリーは舌なめずりをした。

「おらおらおらおらおらっ！」

　一気に凱旋門めがけて突とつ進しんする。




　ドゴォォォォォォォォォォォォォォン！

　ゴガァァァァァァァァァッ！

　ドォォォォォォォォォォォォォォン！




　独どく裁さい者しやの威い厳げんを示す鉄とコンクリートの塊かたまりは、驚おどろいたことにそのブラッドベリーの一いち撃げきで片方の柱を吹き飛ばされ、あっという間に倒とう壊かいした。

「はん、どんなもんだい！」

　大物を一つぶっつぶして、ブラッドベリーはようやくジャンケンで負けたうっぷんを晴らしたのだった。




　ライムのほうはもっとシンプルな行動に出ていた。

「わいわいわいわぁぁぁぁぁぁいっ！」

　ライムはひたすら走っていた。

　まっすぐどこまでも。

　建物があろうと、車がいようとおかまいなしだ。




　ドガッ！

　ドゴォォォォォォォォォォォォッ！

　バキィィィィィィッ！




　まさに走る大だい迷めい惑わく──

　おまえはアラレちゃんか！（古いか……）

「きゃははははははははははははははっ！」

　ビルを破壊し、車を何台もスクラップにしたライムがその後で熱中したことは街中にあるファウストの肖しよう像ぞう画がをぶち破ることだった。

「おっもしろぉいっ！」

　怪ケ我ガの功こう名みようともいうべきか、ブラッドベリーの凱旋門破壊、ライムのファウスト肖像画破壊は、今回の作戦に思わぬ効果を与あたえていた。

「そのセイバーをすぐに破壊せよ！」

　市街でのブラッドベリーとライムの行こう為いを聞いて、ファウストは激げき怒どした。

　ファウストのプライドの高さは異常とも思えるほどだ。

　プライドを傷つけられる行為──自みずからの治ち績せきを称たたえる建造物や肖像画を汚よごされたりしたとき、他人からすれば信じられないほど、凄すさまじい奔ほん流りゆうのような感情を引き起こす。

　それは唯ゆい一いつのファウストの弱点かもしれない。

　普ふ段だんのファウストなら、おそらくは冷静に働いたであろうはずの判断力も、このときは狂くるいが生じてしまっていた。

「ファウスト様、お待ちください！」

　相手の作戦を正確に理解したルクスが思わず口をはさむが、その代だい償しようは激はげしい罵ば声せいとムチであった。

「だまれっ！」




　ピシィィィィィィッ！




「ああっ……お許しください」

　ルクスはなにも言えないまま、その場にひざまずいて床ゆかに額ひたいを押しつけた。

　そのルクスの後頭部を踏ふみつけながらファウストは叫さけんだ。

「ジャポネスのセイバーをすぐに破壊せよ！　おまえたちも行けッ！」

「はっ！」

　ティーゲルとパンターが気け圧おされたように返事をし、飛び出していく。

　ようやくファウストの足から解放されたルクスも慌あわててあとを追う。

（連中の狙ねらいは……）

　このとき、ルクスは自分一人で事態に対たい処しよしなければならないことを認識していた。
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　小樽、チェリー、花形の三人は、軍務省近くの地下の下水道の中にいた。

「はい、おしまい！」




　ペッ！




　チェリーが口にくわえた電話線を吐はき出した。

「これで外部への連れん絡らくと、警けい戒かい装そう置ちのすべてが使用不能となりましたわ」

　ゲルマニアの軍務省はコンピュータの塊かたまりだ。人間は高級将校として最終的な意い思し決定だけで、あとはほとんど機械が行おこなう。

　チェリーはそこをついたのだ。

　はっきり言ってしまえば、チェリーにとって地下のたった一本の電話線から、軍務省の中央コンピュータにハックして、通信システムと警戒システムを麻ま痺ひさせることなど造ぞう作さもないことだった。

　チェリーの内部にあるコンピュータはこれから破は壊かいしようとするゲルマニア軍務省の中央コンピュータよりはるかに優秀と言ってしまっても過言ではない──ただ一つ気になることといえば、ケーブルの接続箇か所しよが口だということぐらいか──ならば同じようにハックして、中央コンピュータそのもののプログラムを破壊してしまえばいいと思うのだが、それはまた問題があった。

　プログラムには必ずバックアップがあり、破壊されたとしてもそれをシステムアップし直せば短時間での復ふつ旧きゆうが可能だ。

　他にたとえばコンピュータウイルスのようなものを巧こう妙みように仕込むことも考えられたが、それすらも、復旧には大した時間をとらないはずだった。

　結局、コンピュータのハードそのものを破壊しないかぎりジャポネスに平和はやってこないというのがチェリーの出した結論だった。

「今ごろ、中の人間たちはてんてこ舞まいのはずです。今や人間には機械を復旧したり、プログラムを入れる技術をもつ者は少ないですから」

「オレは機械いじるの好きだけどな」

「あん、マスターは別ですわ！」

　甘あまえた声を出してチェリーが小樽にくっつこうとするのを、横から花形が割り込んで邪じや魔まをした。

「ふはははははっ、小娘！　他の二人をうまいこと追い払はらって、小樽クンとくっつこうという魂こん胆たんだろうが、そうはこの美形問どん屋やがおろさんぞ！」

「むっ……！」

「貴き様さまら機械の魔の手から愛する小樽クンは必ずボクが守ってみせる！」

「気持ち悪いんだよ、花形、いちいち！」

　ゲンナリする小樽の横で、チェリーもムッとした顔をしていた。

（もう、ようやく邪魔者が二人いなくなったと思ったのに……）

　あのとき、ブラッドベリーの指し摘てきはある意味で正しかったのだ。

　チェリーはジャポネスを救う作戦をたてながら、そこに小樽とふたりっきりになってせまる計画も入れておいたのだ。

　ついつい忘れていた存在──意識的かもしれないが──花形のおかげでそれはなかば挫ざ折せつしかかっていた。

　恋の計画だけは、チェリーの頭脳でも穴だらけというわけだった。

「ともかく行こうぜ！」

「え、ええ。さっき、ついでにあたしたちのＩＤナンバーも打ち込んでおいたので、軍務省の正面から堂々と入れますわ」

　チェリーの言葉に従って小樽たちは軍務省の建物へと急いだ。




　さて、一方、ブラッドベリーとライムのほうである。




　ファンファンファンファン……




　二人のまわりで警察のサイレン音が鳴り響ひびき始めていた。

「あれ!?」

　さすがのブラッドベリーとライムの活かつ躍やく（ゲルマニア側からすれば暴ぼう虐ぎやく）にゲルマニア市警察の警察セイバー──パトセイバーが大挙して出動してきたのだ。

「そこのセイバー！　逮たい捕ほする！」

「やだよーっ！」

　殺さつ到とうするパトセイバーめがけてブラッドベリーとライムは一気に走った。

「えーいっ！」




　ドガッ！　ドガッ！　ドガァァァッ！




　ライムが先頭のパトセイバーを蹴けり倒たおすとまるでドミノ倒しのように後続のパトセイバーが転がった。

　ブラッドベリーのほうはもっとハードだ。

「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」




　バキィィィィィィィィィッ！




　ブラッドベリーの手がパトセイバーの胸にめり込んでいる。

「フン！」

　人間の心臓にあたる動どう力りよく炉ろを引っ張り出すとグシャッと握にぎりつぶしてしまった。

「さあ、どんどん行くよ！」

　そう叫ぶやいなや、続けざま二体ほどのパトセイバーが胸に大穴を開けて地面に崩くずれ落ちた。

　だが──

「そこまでよ！」

　黒い影かげが二つ迫せまり来る。

　ティーゲルとパンターだ。

「これ以上、好きにはさせないっ！」

「ファウスト様の怒いかり、思い知るがいい！」

　二人を見てブラッドベリーがニヤッと笑って言った。

「ったく、しつこいマリオネットだね！　ワンパターンで出てきやがって」

　そのままライムのほうを向いて合図する。

「ライム！」

「うん！」

　二人は並ぶと、真しん剣けんな表情でティーゲルとパンターをにらみつけた。

（来る……！）

　ティーゲルとパンターが構えをとったときだ。

「行くよ、ライム！」

「うん！」

　ブラッドベリーとライムが一気にダッシュした。

　ただし、後ろ向きに──

「いっ!?」

　啞あ然ぜんとなったティーゲルとパンターに、ブラッドベリーとライムは二人そろってアッカンベーをする。

「三十六計逃にげるが勝ちってね！」

「バイバァ～イ！」

「ま、待てッ！」

「待ちやがれっ！」

　怒り狂くるったセクサドールズの二人は猛もう然ぜんと追つい撃げきを開始した。

　ブラッドベリーたちの時間稼かせぎに二人はまんまと乗せられたのだ。
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　小樽、チェリー、花形の三人は苦もなく軍務省の中に入り込んでいた。

　チェリーによって打ち込まれたＩＤはコンピュータによって正式に認識されていたのだ。

　警けい戒かい中ちゆうのガードセイバーも三人のＩＤを確認するとなにごともなかったかのように去って行く。

「なんかこう忍にん者じやのように忍しのび込むことを考えていたのに、気が抜ぬけちゃったなぁ」

　どこか物足りなさそうに小樽が言うと、チェリーが小さく笑った。

「マスターにそんなことはさせられませんわ」

「残念だよ、小樽クン！　いざピンチのとき、キミを守ってカッコいいところを見せようと思っていたのに！」

　花形がポーズを決めるが小樽もチェリーもとりあわない。

「う～ん、小樽クンのいけず！」

　ずいぶんと廊ろう下かを歩いた後で、いかにもというような扉が三人の前に現れた。

「あの奥が中央コンピュータルームです。ここからはＩＤが認識されていてもなんの意味もなしません！　廊下の壁かべは侵しん入にゆう者しや撃げき退たいのため、あらゆる装そう置ちが備えられているはず」

「ひっ！」

「ちゃんと警戒装置が無効になっていなければ、あたしたちも蜂はちの巣すですよ」

「よし、花形、行けっ！」

「お、お、小樽クン！」

「いいから、いいから！　ゴー！」

　ここぞとばかりに、小樽がドンッと花形の背中を押した。チェリーもしっかり小樽を手助けしている。

「ひぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　バランスを崩くずして、花形が扉の前に倒れ込んだ。




　シーン……




　なにも起こらない。

「成功ですわ、マスター」

「よし、行くぞ！」

「ぐぇぇぇぇぇぇぇ……」

　小樽とチェリーは花形を踏ふみつけて、扉の中に飛び込んでいった。

「ひどいよ、小樽クン……」

　背中に大きく足あし跡あとをつけた花形がそのあとに続いた。




　数分後、三人の前に真っ黒な、巨大なコンピュータがそびえ立っていた。

　無数の回路とコードの塊かたまりだ。

「こいつを破は壊かいすればいいんだな！」

　腕まくりして小樽が進み出たとき、慌あわててチェリーが叫さけんだ。

「マスター、これを使ってください！」

　チェリーが懐ふところからドングリのようなモノをたくさん取り出す。

「なんだ、これ？」

「爆ばく弾だんですわ」

「ば、爆弾！」

「小型ですけど、高性能なんです」

　チェリーがニッコリ微笑ほほえんだ。

　それにしてもチェリーの懐はいったいどうなっているのか？　なんかいろいろなモノが出てくるけど、ドラ●もんの四次元ポケットと同じような原理なのかしらん。

「違ちがいます！」

　ま、ともかく、三人は手分けしてあちこちにそのドングリ型爆弾をセットし始めた。

「爆弾は三〇分後には爆発するようになってます。ちょうどここを脱だつ出しゆつしたころですわ」

「…………」

　不思議なことにチェリーの言葉に小樽は返事をしなかった。

　なぜかそわそわしてあちこちうろうろし始めている。

「マスター？」

　すべての爆弾をセットし終えた後、もじもじした顔で小樽が言った。

「あの、あのさ、チェリー」

「なんですか、マスター？」

「あの……このあたりにトイレないかな？」

「ト、トイレですか!?」

　カーッとチェリーの顔が赤くなる。

　が、小樽のほうは切実だ。

「実はずっと我が慢まんしてて……」

「えっと、えっと……あたしのデータの中にはトイレは……」

　そのとき、横から花形がしゃしゃり出てきて叫んだ。

「なにを言ってるんだ、小樽クン！　男にとっては、この地上のありとあらゆるところがトイレと言っても過言ではないっ！」

「いっ!?」

「したくなったらする！　立ちションこそ男の証あかし！　さあ、キミも男のシンボルでゴーだ！」

「あ、ああ……」

　花形の異様な迫はく力りよくに、小樽は思わずうなずいてしまう。

　直後、コンピュータに向かって、シンボルを突き出している二人の男がいた。




　ジョォォォ……




「いやあ、まさにこれぞ男の特権だね、小樽クン！」

「こらっ、花形、見るな！」

「……小樽クン、キミ、意外と大きいね」

　そんな会話を真っ赤になったチェリーが後ろ向きで聞いていた。

「ふー、すっきりした……さ、行こうか」

「あ、あの、マスター……」

「ん!?　なんだい、チェリー？」

「マスターって大きいんですか？」

「いっ……」

　真っ赤な顔のチェリーの質問に、小樽は絶句したまま、しばらくの間、そこに立ちつくしていた。

　それにしても、小樽と花形、おまえたち、手は洗ったのか!?
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　ズゴォォォォォォォォォォォン！

　ドゴォォォォォォォォォォォォォォッ！




　ライムとブラッドベリーはひたすら逃にげていた。

　車を破は壊かいし、ビルをぶち抜ぬき、道に大穴を開ける──どんな障しよう害がい物ぶつがあろうとおかまいなしだ。

　二人のスピードについてこれるのはティーゲルとパンターだけ。

「待て、卑ひ怯きよう者ものども！」

「やだよ～！　ここまでおいで、ベロベロバーだ！」

　二人は逃げまくることにより、立りつ派ぱに囮おとりとしての役割を果たしていた。

　ただ一つ問題だったのは、逃げながら二人がだんだんと軍務省の建物に近づいていったこと──

「おい、ライム、このまま行くと軍務省の建物じゃないのか？」

「うん。だって、そろそろ小樽に会いたくなったんだもん！」

「いっ!?　こ、こらっ、それじゃあ作戦がぶち壊こわしだろうが！」

「でも、会いたいんだもん！」

　ライムは一気にスピードを上げた。

「あ、こら、待て！」

　ブラッドベリーは必死になって追いかける。

　ライムが逃げて、ブラッドベリーが追って、その二人をティーゲルとパンターが追いかける──究きゆう極きよくの鬼おにゴッコはまもなく終劇を迎むかえようとしていた。




「マスターのって大きい……マスターのって大きい……」

　なにがショックだったのか知らないが、チェリーはそうブツブツとつぶやきながら、ふらふらと廊ろう下かを歩いていた。

「おい、チェリー、本当にこっちでいいのかい？　なんか行きと違うみたいだけど……」

「えっ？」

　小樽の声にようやく我に返ったチェリーはあたりをキョロキョロ見回してつぶやいた。

「やだ！　ここどこかしら？」

「いいっ!?」

　チェリーが目を閉じて記き憶おくを探さぐる。だが、ハックしたはずの情報はどこにも見あたらなかった。

「あれ、建物の地図がない……」

「あんだって！」

　どうやら、さっきの事実はそれほどの衝しよう撃げきをチェリーに与あたえたらしい。

　そして、そこへ──




　ドゴォォォォォォォォォォォォォン！




「やった！　小樽がいたっ！」

「ラ、ライム!?」

　なんとも都つ合ごうよく、壁かべを破ってライムが飛び込んできたのだ。

「ったく、勘かんはいいんだな、こいつ……」

　後ろにはブラッドベリーもいる。

「ちょっと、ライムにブラッドベリー、あなたたちがここに来ちゃ、作戦が！」

　チェリーの危き惧ぐはすぐに現実となって現れた。




　ゴゴゴォォォォォォォォォォォォォン！




「今度こそは逃にがさぬぞ、おまえたち！」

　ふたたび轟ごう音おんが響ひびき、さらに壁を破ってやってきたのはティーゲルとパンターだった。

　それだけではない。その後ろにはさらに無数のガードセイバーがいる。

　さすがに壁をぶち破り飛び込んでくるというムチャクチャな行こう為いが、建物内のガードセイバーを覚かく醒せいさせたのだ。

「これ……ひょっとしたらやばいんじゃねえの!?」

「ひょっとしなくてもやばいです！」

　そういうわけで、いきなり小樽たちは大ピンチに陥おちいってしまったのだった。

　あっけないほど簡単な形勢逆転──




　そしてさらに、そのとき中央コンピュータルームでは、ほくそ笑むルクスの姿があった。

「フフ……」

　ルクスの手には例のドングリ型の爆弾が握にぎられていた。















　第六章　秘密兵器で大逆転
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　ドゴォォォォォォォォォォォォォォォッ！




　城じよう壁へきの一角で、激はげしい爆ばく発はつ音おんが響ひびく。

「きゃぁっ！」

　数体の桜おう花かが爆発に巻き込まれ飛び散った。

「突入！」

　赤い髪かみの悪あく魔ま──クリーガァⅡたちは勢いに乗って、門の中になだれ込む。

　ジャポネスに通ずる門の中の最大の門、大おお手て門もんが突とつ破ぱされた瞬しゆん間かんだった。

　残存の桜花が必死に抵てい抗こうするが、〝赤毛レーテス・ハール〟たちの進軍を阻そ止しすることはできない。

「ううっ……このままでは……」

　負傷し、地面に横たわった侍さむらい大だい将しようの一人が、市街へと急ぐ〝赤毛〟の部隊の姿を見てつぶやいた。

「ジャポネスも終わりか……」

　絶望感が彼の傷を悪化させたのか、彼はガクッとうなだれ、そのまま動くことはなかった。




「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「逃げろっ！」

「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

〝赤毛〟ことゲルマニアの正規セイバーであるクリーガァⅡの突入した大手門周辺では、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごくが出現していた。

　逃げまどう人々を〝赤毛〟たちは次々と殺さつ戮りくしていく。

　彼らの所有物であったマリオネットたちが主人を守ろうと抵てい抗こうするが、戦せん闘とう用ようでもない彼女たちのかなう相手ではなかった。

　同じ頃ころ、ジャポネスの外がい壁へきの他の門──田た安やす門、清し水みず門、竹橋門、和わ田だ倉くら門、馬ば場ば先さき門、桜さくら田だ門、半はん蔵ぞう門──すべてが大手門と同じく破られていた。

　大手門周辺の地獄は、ジャポネス全市に広がりつつあったのだ。




　城の望ぼう楼ろうから城下を見み据すえ、大おお江え久く保ぼ彦ひこ左ざ衛え門もんは絶望的な表情になっていた。

「小お樽たる殿どの──やはり間に合わなんだか……」

　ごちゃごちゃとした街まちのあちこちから煙が上がっている。

　それが〝赤毛〟たちのしわざであることは彦左衛門もわかっていた。

「この戦いくさ……負けじゃな……」




　ドゴォォォォォォォォ……




　城のすぐそばで爆ばく音おんが響ひびく。

　本来なら城を守る親しん衛えいセイバーも今やほとんど残っていない。

　すべて前線へ投入してしまっていたのだ。

　あの爆音がまもなく城からも響き出すことを彦左衛門は確信していた。

「もはやこれまでじゃ……」

　城内での戦いになったとき、老いた自分の身体からだが足手まといになることを彦左衛門は思った。

「……ジャポネスが滅ほろぶのは見とうない」

　彦左衛門はその場に座すわり込んだ。

　着物の前をはだける。

　いつの間にか手には懐かい剣けんが握にぎられていた。

「上様……お先にまいります」

　彦左衛門は懐剣の切っ先を腹に当てる。

〝切腹〟──ジャポネスの住人たちの記き憶おくにのみある、もっとも美しく潔いさぎよい自殺方法。

　彦左衛門はそれをやろうというのだ。

「さらば！」

　彦左衛門が一気に力を込めようとしたそのとき──

「大江久保殿！」

　声が響き、小こ姓しようの一人が彦左衛門を後ろから羽は交がい締じめにした。

「早まってはなりません、大江久保殿！」

「ええい、離はなせ！　離せ！」

　切腹しようと暴れる彦左衛門。それを押おし止とどめようとする小姓。

　二人がそんなことをしている間にも、〝赤毛〟が引き起こした爆音はどんどん城に近づいてきていた。
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　ピンチ、ピンチ、大ピンチ！

　小樽、ライム、チェリー、ブラッドベリー、ついでに花形の五人は、ティーゲル、パンター、そして彼女たちの率ひきいるガードセイバーに完全に包ほう囲いされていた。

　ガードセイバーは『クリーガァⅡ』を改良し、活動時間を短くした代わりに攻撃力を三〇パーセント増しにした『クリーガァⅡγ』だ。活動時間の関係で、侵しん攻こう作戦などの用よう途とには向かないが、ふんだんな補ほ給きゆうが受けられる拠きよ点てん防ぼう御ぎよには最適のセイバーであった。

「フハハハハハハハハッ！　今度こそおまえたちを破は壊かいしてやるぜ！」

　パンターが興こう奮ふんして叫さけぶ。

　それを抑おさえるようにティーゲルが言った。

「パンター、落ち着くのよ。もはやヤツラは袋ふくろのネズミ……そうそう、ここにはもう地下のようにネズミもいないわね」

　冷たい笑みが浮かぶ。

　これから獲え物ものを切り刻きざんでやる、という残ざん虐ぎやくな喜びがそこには込められていた。

「小樽っていったかしら、坊や」

　ティーゲルがじっと小樽を見み据すえ、クスッと笑って言った。

「あなたには特に濃のう厚こうなサービスをしてあげるわね。まず念入りに肌はだを磨みがき上げて、そこに血の筋を作ってあげるわ。何本も何本も……」

　いつの間にかティーゲルの手にはメスが握にぎられている。

　それをティーゲルはエロティックになめ上げた。

「あなたの身体が真っ赤に染そまったところで、今度はゆっくりと切り放していくの。まず指をそして腕を……足……太もも……お腹……最後に首」

　もはやティーゲルは恍こう惚こつ状態だ。

　うっとりとしたまま、小樽を愛いとしそうに見つめていた。

　投げかけられた視線は、あまりにも情熱的で、あまりにも禍まが々まがしい。

　この瞬しゆん間かん、ある意味でティーゲルにとって小樽はファウストに次ぐ愛しい人間と化したのだ。

「ひっ！」

　なぜか花形がおびえきって小樽の背中にすがりついた。

「怖こわいよぉ～、小樽クン！」

「あのなぁ、なんでおまえが怖がるんだ！　あいつはオレのことを言ってるんだぞ！」

「なに言ってんだい、小樽クン！　愛するキミの代わりに怖がってあげたんじゃないか！　小樽クン……切り刻まれても、ボクの愛はかわらないからね！」




　ドカッ！




「ぐえっ！」

　ブラッドベリーのパンチがまともに花形の顔面をとらえ、花形は鼻血を出しながらぶっ倒たおれた。

「縁えん起ぎでもないこと言うんじゃないよ、このバカッ！　小樽を切り刻ませたりなんかするもんかい！」

　キッとブラッドベリーがティーゲルをにらみつける。

　それを、ティーゲルは余よ裕ゆうの笑みを浮かべ、軽く受け流した。

「無む駄だね。この戦力の差を見ればわかるでしょ」

「はん！　勝負はやってみなきゃわかんねえだろ！」




　シャッ！




　叫んだブラッドベリーを、鋭するどい突とつ起きが無数についた鉄球が襲おそう。

　身体をそらすのがわずかでも遅おくれていたら、それは確実にブラッドベリーの顔面を直ちよく撃げきしていただろう。

「なんだい!?」

　鉄球は鎖くさりにつながっており、もう片かた端はしにも同じ鉄球がついていた。その端のほうを握にぎっていたのはパンターだ。

「あんたの相手はあたしがしてあげるよ！　来な、ブスッ！」

「あんだとッ！」

「ブスをブスと言ってなにが悪い！　ブスッ！」

「ムッカァ！」

　怒いかりまくるブラッドベリーだったが、ふとその言葉がパンター以外の方向からも響ひびいてくるのに気がついた。

「ブスブスブスブスブスブスブスブス！」

　なんとライムがおもしろがって、パンターの真ま似ねをして叫んでいるのだ。

「きゃはははっ！　ブスブスブスブス……」

「こぉらっ、ライム！」

「ブスブスブスブスブスブスブスブス……」

「いい加か減げんにしろ！　意味わかってて言ってんのか!?」

「ううん」

「ふがぁぁぁ……おまえのせいで小樽の身が危険だっていうのに！　少しは自覚しろっ！」

「えっ!?」

　ライムの顔が急に真しん剣けんな表情に変わる。

「ボクのせいで小樽が危険……？」

「そうだ！」

　ライムは悲しそうな表情になって小樽のほうを見た。

「そうなの？」

「えっ……いや、その……」

　さっきまでふざけていたライムが急に真剣に問いかけてきたので、小樽もついつい口く調ちようがしどろもどろになってしまった。

　それを結果的にライムは肯こう定ていと受け取ったようだった。

「ボクのせいで小樽が危険に……」

　落ち込んだように、ライムはガックリと肩を落とした。

「あのさ、ライム……」

　心配して小樽が声をかけるが、ライムは返事をしない。

「…………」

　うつむいたまま、小樽のほうを見ようともしないのだ。

「ったく、役に立たねえ！」

　ブラッドベリーがチラッとライムのほうを見て言い捨てると、改めてティーゲルたちをにらみつけた。

　ティーゲルたちは不敵に笑っている。

「どうした？　内うち輪わもめはもう終わりか？」

「うるせぇ！」

「あまりゆっくりもしてられないのでな！　まずはポンコツどもには退たい場じよう願おう！」

　ティーゲルが両手に無数のメスを構える。

　パンターのほうは例の突とつ起きのついた鉄球だ。それをブルンブルンと勢いよく回す。すでに肉眼では鉄球や鎖の姿を確認することはできなかった。

「ちっ！」

　構えをとるブラッドベリーの横に、動かないライムに代わって、チェリーがついた。

　チェリーは小声でささやく。

「ブラッドベリー、あと五分だけ保もたせて」

「なんだい？」

「あと五分で……」

　チェリーは例のドングリ型爆ばく弾だんのことを言っているのだ。

　あと五分で爆弾が爆発し、少なくともガードセイバーは動かなくなる──と。

「そうすれば二対二で互ご角かく……ライムが動いてくれればこちらのほうが有利に」

「はん！　やってやろうじゃないか！」

　ブラッドベリーが一気に飛び出した。




　シャァァァァァァァァァァァァァッ！




　そのブラッドベリーめがけてパンターの鉄球が飛ぶ。

「はっ！」

　ブラッドベリーは跳ちよう躍やくし、両手を天てん井じように突っ込んだ。




　ズゴォッ！




　鉄筋コンクリートの中に手をめり込ませることぐらい、ブラッドベリーにとっては朝飯前だ。

　そのまま慣かん性せいに逆さからって、強ごう引いんに背中が天井に密着するような体勢をとる。

　鉄球がなにもない空間を通り抜けた瞬間を狙ねらい、ブラッドベリーはパンターの眼前に降り立った。

「懐ふところに入ればこっちのもんよ！」




　ドゴッ！




　ブラッドベリーの拳こぶしがパンターの下腹部にのめり込む。

「うごっ！」

「まだまだ！」

　さらに次の拳を繰くり出そうとしたとき──




　ゴガァァァァッ！




「うわっ！」

　鉄球がブラッドベリーの後頭部をまともに直撃した。

「こういうのはねぇ、ちゃんと戻もどってくるもんなんだ！　わかったかい、ブス！」

「チクショー！」

　もちろんこのくらいのことではブラッドベリーもまだまだ元気だ。

　が、間かん髪はつ入れず数体のガードセイバーがブラッドベリーに襲おそいかかった。




　シャッ！　ダァッ！　シャッ！




「うわっ！」

　そのすべてをブラッドベリーはまともに身体からだで受けてしまう。鉄球直撃のショックが尾おを引いていたのだ。

「このォ！」

　数秒おいて、ようやくブラッドベリーの反撃が始まった。




　ズゴッ！




　一体のガードセイバーの胸にブラッドベリーの突き出した腕がめり込む。そのガードセイバーは当然のごとく機能を停止するが、そこをパンターに狙われた。

「甘あまいよ、ブス！」

「なんだって！」

　機能を停止したガードセイバーの腹を破って鉄球が飛び出した。




　ドガァァァァァァァァァァァァァァッ！




　ガードセイバーとブラッドベリーの身体が重なった瞬間、死角をついてパンターが放はなったものだ。

　味方のガードセイバーを破壊することをまるで厭いとわないパンターの攻撃であった。

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　鉄球を腹に受け、ブラッドベリーは大きく吹き飛んだ。




　ティーゲルとチェリーの戦いも始まっていた。

「胸のないお嬢じようちゃん、あたしに勝てるかしら」

「余計なお世話よッ！」

　チェリーが走った。

　ティーゲルの前にガードセイバーたちがチェリーに向かってくる。

　駆かけ抜ぬけざま、チェリーは身を低くして、一気に手しゆ刀とうをなぎ払はらった。




　ジャシッ！




　チェリーの手刀は確実にガードセイバーの動力系の一点を切り裂さいていた。そこをやられると『クリーガァⅡγ』の場合、一いつ切さいの動きを停止してしまう。

　最小限の攻撃で最大限の効果──実にチェリーらしい攻撃方法だった。

　かわいい顔をしていても、やはりセイバーマリオネットなのだ。

　だが──

「甘いよ！」




　シャッ！




「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　光が走り、チェリーの服が大きく切り裂かれた。

　ティーゲルのメスだ。

（速い……！）

　チェリーの視覚能力はその動きを見み事ごとにとらえている。だが、身体の反応速度がついていかなかった。

　ティーゲルは特にスピードに優すぐれたセクサドールなのだ。

　ティーゲルがスピード。パンターがパワー。ルクスが頭脳。

　これに対して、チェリーは頭脳。ブラッドベリーがパワー。スピードはライムの担当だった。

（だめ……あたしの計算ではこの女に勝てる確率はコンマ以下）

　対たい策さくはよけるだけだ。

　ティーゲルの攻撃に加え、ガードセイバーの支し援えん攻撃すべてをよけ続ける。

（あと二分……中央コンピュータが爆発し、ガードセイバーの動きが止まる。そのとき、ライムが立ち直っていればきっと勝機はあるわ！）

　そこへ──

「フフフ……！」




　シャッ！　シャッ！




　ふたたびメスのきらめきが走った。

「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　チェリーが真っ赤になって慌あわてて胸を押さえる。

　胸のところが下着まできれいに切り裂かれ、かわいい胸がポコッとあらわになっていた。

「おおっ！」

　そいでもって、こういうときに限って小樽はしっかりと見ているのだ。

（マスターに見られた！）

　チェリーはますますトマトのように赤くなる。

「フフ……思ったとおり、かわいいじゃないの！」

「う、うるさいっ！」

　服を押さえながら、チェリーは次の攻撃に備えて構えなおしていた。

　小樽に見られたことを恥はずかしがることなど後でいくらでもできる。今、大切なのは時間をかせぐこと。

（あと一分三〇秒……）

　突っ込んできたガードセイバーの攻撃を続けざまによけながら、チェリーはカウントダウンを続けていた。




（ボクは小樽を危険な目に遭あわせちゃってるんだ……）

　ライムはガックリとうなだれていた。

　なにかもの悲しいような情けないような感情が頭いっぱいに広がっている。

（小樽、怒ってるかな……!?　小樽、困ってるかな!?）

　そんなことを考えたとき、

「ライム」

　今までよりずっと大きな小樽の声がようやくライムに届いた。




　ドキッ！




　ライムの胸が大きく高鳴る。恐おそれと期待と焦あせりと愛いとしさの入り混じった感情が身体中を光の速さで駆かけ巡めぐる。

　そっとライムは小樽を見た。

「…………！」

　小樽はにっこりと笑っていた。

　なんの曇くもりもない笑みだ。

「元気だせ、ライム。オレは大だい丈じよう夫ぶだから」

　小樽の声がライムの全身に温あたたかな気持ちを満たしていく。

　不意にライムの目から涙がこぼれ出た。

「涙!?」

　小樽が驚おどろいたようにライムをじっと見つめる。

（マリオネットなのに涙まで……。本当の女の子みたいだ）

　本当の女の子──？

（考えてみればオレ、本当の女の子なんて知らない……。でも、本当の女の子はこんなとき涙を見せるような気がする……）

「どうした、ライム？」

「わかんない。急に頭の中があったかくなって、その後にものすごく悲しくなったの」

「ライム……」

「ボク、小樽のこと、すごくすごくすご～く好きだよ！　だから、小樽が死んじゃったら、ボクも生きていられない！」

「どうしたんだ、ライム、そんなこといきなり……!?」

「ボクのせいで、小樽はすごく危険な目に遭ってるんだよね。もしかしたら死んじゃうくらい！」

「そんなことは……」

　そのときだ。




「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」




　ブラッドベリーとチェリーの悲鳴が聞こえて、小樽とライムは慌あわててそちらを向いた。

「ブラッドベリー！　チェリー！」

　服もボロボロに、ブラッドベリーとチェリーが壁かべにめり込んでいた。

　その前に不敵な笑みを浮かべたティーゲルとパンターが、ガードセイバーを率ひきいて立っている。

「もうおしまいかい、ブス女」

「胸のないお嬢じようちゃん、残念だったわね」

「クッ……」

　ブラッドベリーがその動けない状態のまま、キッとふたりをにらみつけた。

「ブラッドベリー！　チェリー！」

　小樽が思わず飛び出そうとする。

「来ちゃだめ、マスター！」

　チェリーが叫びながらカッと目を見開いた。

「時間よ！」

　ドングリ爆弾の爆発の時間──

　だが、どこからもそんな音は響ひびいてこない。

「なんなの……？」

「どうなってんだ、チェリー？」

　そこに、ティーゲルとパンターに負けず劣おとらず冷たく、妖よう艶えんな声が響く。

「チェリーだったわね、あなた……あなたの期待しているものはこれのことかしら？」

　お手玉のようにたくさんのドングリ爆弾をもてあそびながら現れたのは、ルクスだ。

「そんな……ウソ……！」

「残念ね。知ち恵え比くらべはあなたの負けってことかしら。ジャポネスの制圧もまもなく完了するはずだし」

「ああ……」

「全員、まとめて死になさい！」

　ティーゲルが、パンターが、ルクスが、そしてガードセイバーがいっせいに構えをとる。

「くそう、小樽だけは！」

「マスター！」

「だめぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　ライムの絶ぜつ叫きようが響きわたった。




　カタッ……




　いきなり一体のガードセイバーがバランスを崩くずして、床ゆかに倒たおれ込む。

「えっ!?」

　それが発ほつ端たんだった。




　ガタッ……ガタッ……ガタッガタガタッ！




　連れん鎖さ反応のように次々とガードセイバーが倒れていく。

「なんだ!?」

「これは……！」

　気がつくと、立っているガードセイバーは一体もいなかった。

「中央コンピュータが停止した!?」

「バカな……爆弾ははずしたはずなのに！」

「どうなってんの？」

「ああっ！」

　チェリーが素すっ頓とん狂きような声をあげる。

「あれですわ！　オシッコです！」

「はぁぁっ？」

　チェリーの思わぬ言葉に、事態も忘れ、その場にいた全員の目が点になった。




　　　　３




　ジャポネスに不ぶ気き味みなほどの静せい寂じやくが訪おとずれていた。

　侵しん攻こうを続けていた〝赤毛〟たちがその活動をいっさい停止したのだ。

「なんだ、なんだ？」

「いったいどうなってんでい!?」

　兵士たちが、市民たちが不思議そうに顔を見合わせる。

　ジャポネス城でも望ぼう楼ろうで、さっきまで切腹する、させないで争っていた彦左衛門と小こ姓しようが顔を見合わせて不思議そうにつぶやいた。

「勝ったのか……？　小樽殿が間に合ってくれたのか？」




　ゲルマニア軍務省の中央コンピュータが動きを止めた原因は、チェリーの言ったとおりオシッコだった。

　あの中央コンピュータルームでの小樽と花形の立ちションだ。

　あのときのオシッコが偶ぐう然ぜんにもコンピュータ内部に流れ込んで、回路をすべてショートさせてしまったのだ。

　精密機械ほどつまんないことで故障する──リンゴマークのコンピュータと基本的には変わっていないのである。

　チェリーの説明を聞いても、小樽はポカンとした表情のままだった。

「なんか、あまりにもバカバカしすぎて、ピンと来ねえなぁ……」

「なに言ってんだよ、小樽クン！　これは素す晴ばらしいことだよ！　代打逆転満まん塁るいサヨナラホームラン！　あのとき、キミがオシッコをしたくなったからこそ、今こん日にちの勝利があるんだ！」

「それって誇ほこれねえぞ、あんまり……」

　だが、小樽にとっていくらバカバカしくとも、ゲルマニアにとっては一大事だった。

　軍の主要セイバー、特にジャポネス侵攻軍はすべてその動きを停止してしまったのだから。













「いけないっ！」

　ルクスがいきなり走り出した。

　向かうは中央コンピュータルーム。

　チェリーがそれを見て叫さけぶ。

「ルクスを止めて！　彼女はきっと中央コンピュータの代わりを務つとめるつもりです！」

「わかった！」

　小樽と花形が走り出そうとしたときだ。

「やらせるか！」

「死ねッ！」

　ティーゲルとパンターが小樽めがけて一気に動いた。

　壁かべにめり込んでいたブラッドベリーとチェリーはようやく壁から抜け出しただけで動きが遅おくれる。

「小樽！」

「マスター！」




　ドガァァァァァァァァァァァァァッ！




「きゃぁぁぁっ！」

「うわっ！」

　が、ティーゲルとパンターの攻撃が小樽にとどくことはなかった。

　次の瞬しゆん間かん、二人は弾はじき飛ばされ、床にキスする羽は目めに陥おちいっていた。

　ライムの回まわし蹴げりが見み事ごとに決まったのだ。

「小樽に手を出すヤツは許せない！　小樽はボクが守る！」

　ライムが今までにないくらい、真剣な炎ほのおを瞳ひとみに燃やし、叫んでいた。

「ライム！」

「小樽、ボク、大好きだよ！　だから、小樽のためならなんだってできるんだ！」

「ライム……！」

　ライムの横にブラッドベリーとチェリーが並ぶ。

　二人の顔にも力強い笑みが浮かんでいた。

「あたしだって小樽のためならなんだってできるさ！」

「私だって！」

　形勢は完全に逆転していた。

「おのれ……！」

「クッ……！」

　パンターとティーゲルも態勢を立て直すが、勢いがぜんぜん違う。

「三人とも、ここはまかせたぜ！」

　小樽と花形が駆かけ出していく。

　チェリーがその背に叫んだ。

「マスター！　ルクスの感情を乱すことをいっぱいやって、彼女の気をそらしてください！　彼女にコンピュータの代わりをさせてはいけません！」

「まかせとけって！」

　元気よく小樽が返事をした。

「いかせんぞ！」

　飛び出そうとしたティーゲルたちはライム、チェリー、ブラッドベリーに阻はばまれた。

「おまえたちの相手はあたしたちだよ！」

　ブラッドベリーの叫びとともに、三人は一気にティーゲルたちに飛びかかっていった。




　　　　４




（私ならば中央コンピュータの代わりを務めることができる！）

　ルクスの頭の中にはファウストの怒いかりの表情があった。

　ルクスたち、セクサドールズにとって、それは哀かなしみに他ならない。

　ジャポネス侵しん攻こうを成功させなければ、ファウストの遠大な計画に支障が出る。絶対に失敗させてはならない──

　ルクスは中央コンピュータルームに飛び込むと、手て際ぎわよくいくつかのコネクター端たん子しを取り外はずした。

　それを普ふ段だんは自分の髪かみの毛の中に隠かくれている外部端子と接続する。中央コンピュータをあくまでネットワークのゲートウェイに使い、中央演算はすべて自分でやる──

（これでよし……）

　後は精神を統一し、ひたすら情報処理をするだけだ。

　ルクスはその場にあぐらをかいた。

「コネクト・オン！」

　凄すさまじい量の情報が一気にルクスの頭の中に流れ込んだ。




「待てぇぇぇぇぇぇぇっ！……いっ!?」

　戦術的後こう退たい──要するに逃げるティーゲルとパンターを追いかけていたライムたち三人がいきなり驚おどろいて立ち止まる。

　床ゆかに倒れていたガードセイバーたちが起き上がって動き出したのだ。

「ありゃりゃ！」

「こりゃやばいよ！」

「多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいですわ！」

　今度はライムたちがとりあえず戦術的後退を開始する。

「ルクス、やったな！」

「待ちやがれ、ブスどもっ！」

　あっという間に、さっきまでとは逆に、数十人のガードセイバーを率ひきいて、ティーゲルとパンターがライムたちを追いかける展開になったのだった。




　ジャポネスでも、ふたたびあちこちで破は壊かい音が響き始めた。

　その音を耳にして、彦左衛門はまたも落ち込んだ顔でつぶやく。

「小樽殿……失敗したのか!?　ならば、いざ切腹！」

「なりません！」

　改めて彦左衛門と小こ姓しようの押し問答が始まった。




（いける……！）

　マルチタスクに情報処理を続けながら、ルクスが会心の笑みをもらしたときだ。

「んべぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

「んぼぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　突然、ルクスの目に飛び込んできたのは、〝ムンクの叫び〟のような顔をした小樽と、ベロベロバーをした花形だった。

「ぶっ！」

　思わずルクスは吹き出し、情報処理はいっさいストップした。




　またまた形勢は逆転した。

　ガードセイバーが動きを止めたことで、ライムたちがティーゲルとパンターを追いかける立場となったのだ。

「待てぇぇぇぇっ、陰いん険けん女！」

「うるさぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁい！」

　……戦いからだんだん緊きん張ちよう感かんがなくなっていくのは気のせいだろうか!?




（こんなことじゃいけないっ！）

　小樽と花形の〝変な顔〟攻撃にさらされたルクスは目を閉じることでこれに対たい抗こうした。

　平静さを取り戻したルクスによって情報処理が再開される。




　三度ライムたちの立場は逆転し、またまた追われるほうになった。

「待てぇぇぇぇぇっ、ブスにマナ板にヨーチ園えん児じ！」

「なによォ！」




　これに対し、小樽と花形のとった戦法はくすぐりだった。

「それぇっ、コチョコチョコチョ！　コチョコチョコチョ！」

「なんでもありだ！　胸をもみもみ！　耳に息をフーッ！」

「ああん！」

　思わず感じたルクスがあえいで、四度目の立場逆転。

「待てぇぇぇぇぇっ！　牛チチ女！」

「なんだとォォォッ！」

「あたしだって胸でかいんだけど！」

「あ、ブラッドベリーのことじゃないのよ」




　この後は、死力と死力のぶつかり合いだ。

　必死になって耐たえるルクスと、なんとかして気をそらそうとする小樽と花形！

　だが、ファウストに対する強きよう烈れつな思いが、徐じよ々じよにルクスの精神を強化していって、ルクスの気がそらされることは少なくなっていった。

（ファウスト様のためにも私は絶対に負けない！）

　疲つかれ切り、情けない表情で花形が小樽に言った。

「ハアハア……お、小樽クン……もうだめだ！　ネタがないよォ」

「弱よわ音ねを吐はくな、花形！　これにはジャポネスの運命とライムたちの運命がかかっているんだぞ！」

「でも、もうなにも思いつかないよ！」

「てやんでえ！」

　花形の言うとおり、小樽も持ちネタがほとんど尽つきていた。くすぐりももうルクスには効きかない。

「なんかねえか！　なんか！」

　ふと、小樽は思っていた。

（かつて女性がいたとき、もっとも感情を乱したことってなんなんだ……？）

　小樽はこめかみの血管が張り裂けるくらい必死に考えていた。

（ジャポネスのため、ライムのため、チェリーのため、ブラッドベリーのため！　考えろ、小樽！　女性が一番感情を乱されることはなにか!?）

　そう、女性が──

（えっ!?　女性……？）

　いつの間にか、小樽はルクスをマリオネットと考えずに女性と考えていた。

〝乙女回路〟を持った、女性の心を持つ機械人形──

（彼女は乙女回路を持っている……れっきとした女の子なんだ……だったら……）

　小樽はスッとルクスに近づいた。

　花形は小樽がなにをしようとしているのかわからず、ハテナ顔で小樽を見ている。

　ルクスは目を閉じたまま、平穏な表情だ。

　もはやなにをされても大丈夫という自信の現れだろう。

（オレの考えが正しければ……）

　小樽は意を決したようにルクスの顔を見つめた。

　瞬間、ライム、チェリー、ブラッドベリーの顔が浮かぶ。

（ごめん、みんな……）

　小樽は顔をルクスに近づけた。




　ブチュッ！




　小樽はルクスとキスをしていた。

　唇の感触に気づき、ルクスは目を開ける。

　眼前には小樽の瞳があり、思いっきり目があった。

　瞬間の沈黙──

　だが、コンピュータの様子がおかしい。




　ガガガガガガガガガガガガガガガガガガ……

　ガビィ～！　ガーガーガーガーガー！




　明らかにルクスは動揺していた。

　自分にまだなにが起こったかわかっていないのだ。

　花形はガク～ンとアゴを床まで伸ばし、半分白目になってその光景を見つめている。

　そこへ──

「小樽！」

「ルクス！」

　中央コンピュータルームにライム、チェリー、ブラッドベリー、ティーゲル、パンターが飛び込んできて、全員が目を丸くした。

　小樽とルクスのキスシーン──

「うわ～ん、小樽、ボク以外の人とキスしちゃやだーっ！」

「きゃー、マスター！」

「小樽、その変な女から離れて！」

「ルクス、なにやってんだい！」

「おまえ、キスなんかして！」

　全員の声が響き、ルクスはようやく自分の陥った事態に気づいた。

「いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　ルクスが絶叫する。

　それは凄まじい破壊命令となり、次の瞬間巨大な負荷が中央コンピュータにかかった。

「あっ!?」

「えっ!?」

「うっ!?」

「おっ!?」

「いっ!?」

「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」




　ドガァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァッ！




　中央コンピュータが大爆発を起こし、軍務省の建物もろとも、地上から消滅した。

　そして、この瞬間、ジャポネスは救われたのである。







　　　　５




「やった！　小樽クン、大手柄だよ！」

　花形にはやされながら、真っ黒でボロボロの格好の小樽は地下道を歩いていた。

　はやし立てる花形も同じような格好だ。

　その後ろからなかばほうけたような表情でついてくるライム、チェリー、ブラッドベリーもまったく同じだ。

　彼らは今、ジャポネスに帰還の途中なのだ。

「小樽クン、キミは英雄だよ、英雄！　キミの活躍は永遠に伝説として語り継がれるだろう！」

「ち、ちょっと遠慮したいなぁ……」

「なに言ってるんだい！　あんなマリオネットとキスしたのは汚らわしいけど、ま、今回に限っては許そう！」




　ピクッ！




〝キス〟という言葉に後ろの三人が反応する。

「小樽クン、ボクはキミの恋人として鼻が……のわぁっ！」

　そこまで言ったとき、花形は突進してきた三人に踏みつけられていた。

「な、なに!?」

　なぜか異様な迫力を感じて、思わず身を引く小樽に、三人は口々に叫んだ。

「小樽、ひどいよ、ボク以外の女とキスして！」

「いっ？」

「マスター、あたしにもしてくれたことないのに！　きーっ、くやしい！」

「チ、チェリー！」

「小樽、こうなったらあたしゃ、キスくらいじゃ許さないよ！　さ、すぐ服を脱いで！」

「わっ、やめろ、ブラッドベリー！」

　嫉妬に狂った三人のマリオネットに小樽はもみくちゃにされる。

〝乙女回路〟はまさに偉大だ！

　そして、小樽、おまえは天下一の幸せものだぞ！















　転章　機械仕じ掛かけのイブ










　カタッ……




「ほお……」

　ゆっくりと起き上がった彼女を見て、六人の男たちの間から嘆たん息そくがもれた。

　彼女はどう見ても女だった。

　端たん正せいな顔立ちも、凹おう凸とつのあるプロポーションも、肌はだのやわらかさも、かつて六人が見ていた女たちと寸すん分ぶんかわらない。

　それだけではない。

　彼女には心があった。

　六人の好こう奇きの目にさらされて、裸はだかの彼女は恥はずかしそうに手で肌を隠かくした。

　そのしぐさは、まさに女性のそれだった。

「…………」

　男たちの何人かが思わず息をのんだ。

　彼らの望んでいた最大のものが、今や手を伸のばせば届とどく位置にあるのだ。

「やったな、ローレライ」

　家いえ安やすが振ふり向いて言った。

　家安の視線の先には少女が微笑ほほえんでいた。

「キミはついに女を作り出したんだ」

「……マリオネット」

　ローレライと呼ばれた少女は短く言った。

「えっ!?」

「彼女たちの名はマリオネット。機械仕じ掛かけの少女たち」

「…………」

　そうなのだ。

　家安たちの目の前にいる女は本物の女ではない。

〝作られた〟少女たち──アンドロイドなのだ。

「でも、もし、彼女たちを真に愛することができたなら、彼女たちによって本物の女性が復活するでしょう」

「ローレライ？」

　怪け訝げんな表情で家安はローレライを見た。

　だが、ローレライは微笑むだけでそれ以上、話そうとはしなかった。

　テラツー暦れき一一年。

　第二の地球──〝テラツー〟と名づけた惑わく星せいに恒こう星せい間かん移民船が漂ひよう着ちやくして、一一年の歳さい月げつが流れていた。

　まだ、この星には六人の男たちしかいない。

　……では、ローレライとはいったい何者なのか？

　果たして──





《『セイバーマリオネットＪ・第一巻』完　第二巻に続く》








　ＳＭセイバーマリオネツト用語解説








●テラツー

　物語の舞ぶ台たいとなっている惑わく星せい。「第二の地球」という意味でつけられた。

　大気の構成などは地球とほとんどかわらないが、大地が階かい層そう化かしていたり、プラズマ雲などの独特の自然が存在する。







●階層惑星

　テラツーの大地は何段にも階層化していて、階層と階層の間には広い空くう洞どうが存在する。

　階層が何段あるのか、そこにどんな生物が暮らしているのかまだ未確認のことが多い。







●プラズマ雲

　テラツーで頻ひん繁ぱんに発生する雲。

　電でん磁じ波はをまき散らし、これがため、テラツーでは飛行機などがいっさい使えない。







●六つの都市国家

　テラツーにある国家のすべて。

　各都市は、かつてこのテラツーに漂ひよう着ちやくした六人の男たちをそれぞれ祖先に持つ。







●クローン技術

　女性のいないテラツーでは、普通の方法では子孫を増やせない。そのかわりとして子孫を増やす方法がクローン技術だ。遺い伝でん子しをある程度操そう作さして、一人の人間の細胞からさまざまなパターンの個体を作り出している。が、あらゆる遺伝子操作にもかかわらず、女性を作り出すことは成功していない。







●マリオネット

　女性のいないテラツーにおいて、当初、女性の代わりに作られた汎はん用ようアンドロイド。ただし、現在ではその意味は失われ、単なる労働力となっている。







●セイバー

　マリオネットの中でも、特に戦せん闘とう用にチューンナップされたものをいう。

　テラツーにおける主要兵器。セイバーの数と性能がその都市国家の戦力そのものなのだ。







●セクサドール

　マリオネットの中でも、特に愛あい玩がん用に作られたものをいう。すなわち男の性欲処理に使われることが多い。

　セイバーであり、セクサドールであるというマリオネットも存在する。







●クリーガァⅡ

　ゲルマニアの主力セイバーで、〝赤毛レーテス・ハール〟の異い名みようを持つ。すべての都市国家の中でもっとも強力なセイバーである。







●クリーガァⅡγ

　クリーガァⅡを拠きよ点てん防ぼう御ぎよ用に、稼か働どう時間などを短縮し、代わりに機能強化した機体。侵しん攻こう作戦には向かない。
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　物語終了時におけるジャポネスティックな座談会





小お樽たる「あー、なんだ……えっと……オ、オレが一応、主役の間ま宮みや小樽っていうんだ。よ、よろしくたのまぁ」

チェリー「きゃあー、マスターが照てれてる！　かわいい♡」

小樽「や、やめてくれよ」

チェリー「うふふ♡」

ライム「むう。チェリーばっか目立ってる！　ボクだって目立つぞぉ！　やっほー、やっほー、ボク、ライムだよ！　ライム、ライム、ライム！」

チェリー「もう、ライムったら……あ、私はチェリーです。みなさん、よろしくお願いしますね」

ブラッドベリー「ったく、二人ともガキだねぇ。フフフ……あたしゃ、ブラッドベリーさ。女の身体からだでわかんないことがあったら、あたしが教えてあげるよ。ねえ、小樽……小樽にもいろいろと教えてあげようか」




　　　　ＳＥ（プヨプヨ）




小樽「わっ！」

ブラッドベリー「フフフ……小樽、あたしの胸、気持ちいいだろ？」

小樽「あ、ああ……」

チェリー「ブラッドベリー、マスターに抱だきつかないで！」

ブラッドベリー「フフン。くやしかったらこうやって小樽を喜ばせてみな！　あんたたちの胸のなさでできるかしらねぇ」

ライム＆チェリー「（怒って）ムキィィィッ！」




　　　　ＳＥ（突然の登場ファンファーレ）




小樽「な、なんだ？」

花はな形がた「ふははははははははははははははははっ！　そこまでだ、機械ども！　小樽クンに群むらがる悪の機械どもよ！　もう貴き様さまたちの勝手にはさせん！　究きゆう極きよくの愛の伝道師、花形美み剣つるぎ、小樽クンを愛しに参さん上じよう！」




チェリー「（無視）それでね、そのお店がとってもおいしくってね」

ブラッドベリー「（無視）ああ、でも相当高いって話だねぇ」

ライム「（無視）あ、ボクも行きたい」

小樽「（無視）よし、今度みんなで行くかぁ！」

花形「こら～～～～っ！　みんなで無視するなぁ！」

小樽「無視したくなるようなこと言うからでぃ！」

花形「う～ん、小樽クンのイケズ！」

小樽「ともかく、この座談会は本編と同じようなことやるんじゃない！　ここはいろいろと本編の感想や疑問を話し合うコーナーなんだから！」

ライム「（勢いよく手を挙あげる）はいはいはいはいはいはい！」

小樽「はい、ライム！」

ライム「あのね、あのね、ボク、前から不思議に思ってたんだけど、この本は『ＳＭガールズ　セイバーマリオネットＪ』だよね。でも、もう一つ『ＳＭガールズ　セイバーマリオネットＲ』っていうのもあるじゃん。『Ｊ』と『Ｒ』とどう違うの？　あっちにもボクたちと同じ名前のセイバーがいるしぃ？」

小樽「う～ん、グッド！　なんてナイスな質問なんだ！　まるで作者が言わせたような」

作者「ギクッ！」

花形「小樽クン、バカは無視して先に進めようよ！」

小樽「ああ、そうだった。ともかく姉妹版『ＳＭガールズ　セイバーマリオネットＲ』はオリジナル・ビデオ・アニメーション（ＯＶＡ）用に企画された作品で、こっちとは時代も舞ぶ台たいとなる都市も違ちがうんだ。あっちはこの『Ｊ』よりも二〇〇年後の世界。舞台は六つの都市の一つロマーナ」

チェリー「ちなみに、『Ｒ』というのはロマーナの『Ｒ』なんですよね」

ブラッドベリー「『Ｊ』というのはジャポネスの『Ｊ』」

小樽「キミら三人の性格も違ってるしね。特にブラッドベリーは大おお幅はばに違うかな。向こうのブラッドベリーは真ま面じ目めで面めん倒どう見みがいい。こっちのブラッドベリーはお色気満点で結構ハスっぱ」

チェリー「私は向こうのブラッドベリーのほうがよかったと思います」

ブラッドベリー「なんだって！」

小樽「まあまあ……そいでもって、向こうには、あたりまえのことだけど、オレや花形は出てねえんだ」

花形「ええっ！　この世紀の二枚目、花形美剣が出ていないなんて！　そんなの『セイバーマリオネット』じゃない！」

ブラッドベリー「あんたはもともと邪じや魔まなんだよ！」

チェリー「あと、敵もぜんぜん違いますよね」

小樽「わかったかい、ライム」

ライム「うん！　二つあるから、ちょっと混乱しちゃった」

小樽「考えてみれば、二つ作ってダブルで儲もうけようとした作者が一番いけねぇよな！」

作者「ギクッ！」

花形「その通り！」

ブラッドベリー「ちょっとシメてやっか！」

作者「あ、いや、そういうことはもう一人の原作者・ねぎしひろしさんのほうに言ってもらわなくちゃ」

一同「責任逃のがれすなっ！」


《某月某日、都内某所の校了間近の編集部応接室より実況中継》










　あとがき




　そういうわけで（なにがそういうわけなんだか……）、『ＳＭガールズ　セイバーマリオネットＪ』の第一巻があがりました。

　いやぁ、連れん載さいしていると文庫にまとめるの楽だなぁ～。

　なるべくこれからは連載にしてもらおうっと！

（毎月の連載〆切地じ獄ごくをすっかり忘れるヤツ……）

　ともかく、この『セイバー』は今、一番ノッている作品と言っても過言じゃない！

　好き勝手やってるもんねぇ。

「よくこんなので読者が暴動起こさないなぁ」

　って友達に言われたけど、ホント、自分でもそう思うよ。

　オッパイパフパフあり、ＳＭチックなシーンあり、もうメチャクチャ。

　ホント、男に都合のいい物語！

　ちなみに、ボクは女の子をああいうふうに扱ったことありません。

　ホントだよ！

　それにしても『ＳＭガールズ』とは刺激的な枕まくら詞ことばをつけたよな、我ながら。

　いわゆる二字アルファベットシリーズ、『ＮＧ』『ＫＯ』と来て、次が『ＳＭ』……ちょっと誤解されそう。

　まあ、ボクがＳＭに興きよう味みを抱いているのは事実だけど。

　でも、怖こわくて本当にしたことはない。

　なんか、自分は実はＭだった……なんてことがわかったら、ちょっといやじゃん。

　ううっ、プライドと快楽の狭はざ間まで揺れる男心……えっ？　プライドなんてあったのかって？　そういやぁ、昨日の生ゴミの日に出しちゃったような……。




　ともかぁく！

　この『セイバー』はしばらく続けるつもりなので、みんな、よろしくね！

　さぁて、それではお世話になった方にお礼を！

　編集のＭ山クン、まずキミにお礼を言いたい！　何日も何日も仕事場に泊とまり込んでくれてありがと。しばらくキミと夕飯を食いに行くのが日課になってたもんなぁ。あの愛の日々は忘れません。

　文庫編集長のＯ川さん。恩おん赦しや感謝いたします。『ビースト』もなるべく早くアップさせますから、許して、許して！

　ドラゴンマガジン編集長のＹ田さん。この『Ｊ』もマルチなメディアで展開しましょうね！　よろしくお願いしま～す！

　表紙と挿さし絵を担当してくださったことぶき先生。ぜひぜひ次回もよろしく！

　最後にこれを読んでるあなた！

　あかほりから愛を！　チュッ♡





一九九五年二月　あかほりさとる






【追伸】この『セイバーマリオネットＪ』はコミック化するらしいぞ！　もちろんことぶきつかさ先生だ！　みんな、コミックドラゴンから目を離すな！




【追伸の追伸】姉妹作『セイバーマリオネットＲ』のほうは一足先にＣＤ化、ＯＶＡ化されてます。ＣＤは明るく、ＯＶＡはシリアスに迫せまっちゃうぞ！　みんな、聞いてね、見てね！




【追伸の三乗】ついでにビッグニュース！　あの角川スニーカー文庫でやっている『ＭＡＺＥ☆爆熱時空』もコミックドラゴンでコミック化が進んでるらしい！　富士見やるじゃん！




【追伸の四乗】変態ＣＤ『あぶらみぶらざあず』、いよいよ発売迫る！　詳しよう細さいを待てぃ！




【追伸の五乗】たまには家に帰ろうっと……。















　初　出




月刊ドラゴンマガジン

　１９９４年10月号～１９９５年３月号










ＳＭガールズ




セイバーマリオネットＪ




１．これが噂うわさの乙女おとめ回かい路ろ♡








あかほりさとる
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